


社団法人 日本建築協会

「日本建築協会80年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価包000円

「日本建築協会80年史」

ａＴ ｾｊ ・ ＲＴＰ 頁・並製本

1999年7 月に発刊した旧本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いご要望により、増刷頒布することにいたしました。

大正 6 年 3 月3 0日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 . 240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ 1建築と社会J の変遷 /

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc.

とくに、協会草創期の大正 ・昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一 ・池田 賓・波江悌夫・竹腰健造・尾崎久助・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・横漬 勉・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 幹・野村一郎・古字国 賓・

松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中津誠一郎・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一 ・伊東五郎・竹中錬ー・鷲尾健三・松村雄吉・

横尾義貫・足立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動j ー尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一 ・横尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  *  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 - 執筆ワーキンググループ

干540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチャンダイズ ・マー卜ビル7階B室

TEL 06- 6946- 6981 FAX 06- 6946- 6984 

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

頒 価 1部3，000円 (税・送料込み)

・80年史編纂委員会

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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社団法人 日本建築協会

今年は9月号掲載で、応募締め切りが6月下旬と芯ります!

若き創造者たちへ

「建築と社会」平成2 0年9 月号

「第5 5回青年技術者特集号j へのおさそい

日本建築協会誌日課と社会」は毎年「青年技術酎喋号J

を企画し、すでに54固にわたって若き優秀なプランナー、

アーキテクト、エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者を選

考いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考

慮し、設計だけに限らず、計画、構造、設備、施工および

そ の 他 広 < 、建築に関連する分野から、優秀な青年技術者

を募って、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な

どを、 「建築と社会」に掲載し、顕彰することにしており

ます。

55回の企画にあたり、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

応募提出規定

1  . 応募される人は満35歳 (平 成20年 7 月31日現在) 以

下の青年技術者て・あって、本会個人会員に限る。

2. 原則として、本会会員であるすいせ八者を通じて応募

する。

すいせん者は被すいせん者 (青年技術者) の勤務する組織

の上司か上長とする。すいせん者が学校教官である場合は

この限りでない。また本人が組織の代表者である場合は自

せんとする。

3. 応募分野は特定しない。応募者は 、たとえば計画、一

般設計、住宅・インテ リア設計、構造、設備、施工、技術

開発、行政、情報、コーディネート等々その他の分野にあ

って、なしとげたすぐれた実績について、すいせんをうけ、

下記の所要の資料を 1部、本会に期日までに提出する。

4. 提出された資料は「青年技術者選考委員会」にかけて

選考する。 ( なお、提出資料は特に指示のない限り返却は

いたしません)

5.  I青年技術者選考委員会」において選考された青年技

術者は「第55固青年技術者特集号J (平 成20年 9 月号) に

掲載するとともに、表彰式を行い、記念品を贈呈する。

平成 1 8年度から、青年技術者の公募は早めています。第55回青

年技術者は、本年6月30日( 月) までに応募できるよう準備をお願

いします。

6. 提出資料

. すいせん用紙

請求は、すいせん依頼先担当部署、または本会事務局ヘ0

・略歴

本人の氏名 、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など

. 選考資料

資料は、 ④を含めてA3判用紙5枚以内にまとめる。

① 設計の場合一一鮮明な写真、配置図および主要平面

図、概要、設計要旨、その他設計内容を説明するに十分

な資料

② 計画、構造 、設備、施工の場合 (それぞれの設計計画

なども含む) 一一上に準じた資料

① 上記以外の分野の場合 それぞれの分野にふさわ

しい資料

④ 上記①~①のいずれかの資料の実績において、応募者

本人が関与した砲室、役割、立場等を明らかにし、資料中、

本人が特に貢献した部分、または力量が活かされたと思わ

れる部分の詳細な説明、考え方および将来的展望などにつ

いて、まは淳1以内に平易簡明にまとめたもの (必要に応じ、

図 表を用いて差し支えない)。 ただし応募者本人の執筆

に限る。 このコンセプトは、応募者の考え方を知る上で大

変重要と考えているので、十分配慮されたい。

?  . 提出期限 平成20年 6 月30日 ( 月)

8. 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会」

〒540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチャンダイス. マ一 卜ピルワ階

電話 06- 6946- 6981 FAX 06- 6946- 6984 

Emai l :  ken- sha@aaj .or.jp 

9. 青年技術者選考委員会 (平成20年度)

委員長 設楽 貞樹/ 安井建築設計事務所常務取締役

委 員 木多 道宏/ 大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻准教授

瀬戸本 淳/ 瀬戸本浮建築研究室代表取締役

松村 孝治/ 東畑建築事務所取締役常務執行役員開発本部長

長谷川隆一/ 竹中工務庖プロジェクト開発推進本部(西日本)本部長

西山 峰広/ 京都大学大概工学研究糊 1市環境工学専攻准教授

黒木 安男/ 鴻池組東京本庖副本庖長

伊藤 昌明/ 日建設計設備設計割問設計長

井村 隆/ 清水建設関西事業本部設備設計部グループ長

字城 英彦/ 大成建設関西支庖建築部硯質管1里室長

釦吉 敬/ 大林組本庖建築生産技術部長

建援と社会 ・2∞8.6 1  



平成20年度

日本建築協会委員

. 編集委員会 ｾ井 重 行/ 元 ・i.i -I:ネオ工業

会誌「建築と社会j の 企 画 編 集 福 谷 周/ 11:川辺煤設計 事務所

。設 楽 貞 樹/ 安升建築設11-1事務所 桝 井 負 債/ 総合設備コンサルタント

. 特集小委員会 村 上幸三郎/ 村上デザイン事務所

計画分科会 山下 修/ 大阪市都市般的問

〈計画系〉 * 波 溢 総 之/ 大阪Tli ffl! rli ' l 世備向

飯 田 匡/ 大阪大学大学院 施工材料分科会

* 飯 沼 消 明/ 阪急不動産 桜 井 和 男/ 竹中工務自

鈴 木 5Z&/ 京都工芸繊維大学大学院 平 田 茂 良/ 大和ハウス工業

* 問中 悦 治/ 大阪市計画淵1til ，J 藤 丸 啓一/ r，'1;J<m &

任l中 直人/ 般市大学: 松 元 秀 樹/ 脱/; 継投

車[谷 昇 平/ 人と防災未来センター ム山間 篤人/ 大林制l

松 l到奈緒子/ 京都工芸線維大学大判別L 吉 田 正友/ 日本位築総合試験所

ム三宅 次 郎/ 阪神沼気鉄道 法令分科会

守 井 辰/ E凶 1如| 伊 賀 誠 Ｏ 兵 ｊｉ Ｑｊ Ｚ ｖ［ ｾ 建築 指導 課

吉村 英 祐/ 大阪工業大学 片 岡 正和1 / 大阪市建築指持部

〈建 築計画系〉 金 本 忠 義/ 神戸市建築指持部

安 部 新二 /大建設計 * 河 野 学/ 大阪大学大学院特任研究員

荒 木 宏 之/ 大成建設 * 坂 本 智 生/ )j(/flI J日建築指導課

江商1) 敏 史/ 自主l!l訓| ム谷 本 手[1子 / J持01，都市向指導敗祭Jl

奥村 HfI 孝/ 抑 制t ")"迫 悟 志/ 大阪府建築指導室

菅 野 J忠司/ 鹿島込iEi設 文 山 迷 11百/ J;i ffl!Tli ill 築指導部

事) ，戸 35也/ 大林組 - 作 品 作風小委員会

木多 彩 子/ 阪南大学 0 居内 章 夫/ 徳間品克立l ! 築設計事務所

ム楠 敦 士/ 安封建築設引事務所 池 上 明/ エーアイアーキテヲトスタジオ

小 林 優子/ E他ハウ ジングシステム 稲垣 干J] 江 / イナガキサンチヲケンキュウショ

所 千 夏/ ATELI ER CK  ヂ|二上 Jft I祐 / 大林組

野田 l隆史/ 竹中工務自 岩 佐 進 Ｏ ＮｬｉＡ両 ｉｊ 生ｾ築 Ｇ ｬ ｩｦ ｪＵ所

ｴ ｊｴ［ ｈｾｬ＠ 健一 /枇杷健一建築制|筆 加 嶋 主主限v 阪市大学

松 森 織 江/ 東剣晃IB高.'1>務所 倉沸|奈千子 / 11] '1' 啓文総合建築研究苛

〈インテリア ・住宅系〉 津 田 純一 /兵l制 川L土監備部

阿 部 泰 浩/ 都市再生機榊西n木支I1 戸川 勝 之/ 安J I強築，没Jl' lll 切所

加藤 力/ 宝塚造形芸術大学 納y手 淳 司/ 竹中1:J'j515

事)，谷 浩 司/ 大林組 笠田充広 Ｏ 高松主 ｾ 設

黒柳 死/ 竹"1"工務脂 * 長 塀 晃 治/ 大阪府住宅まちづくり部

高 野 直 樹/ 安;)1主II 築設J I事務所 西 l王l 佳 代/ nill 加|

田中 治 介/ 積水ハウ ス 芳 谷 晴彦 / 7，'1水建設

戸弁 賢一郎/ 自主II スペースデザイン 増 田 敬彦 / 糊日腕; 一級建築士事務所

ぺ リ一史子/ 大阪産業大学 山田 俊 紀/ 三菱地所設; I 1

本山 仁/ 松下電工 . 広告企画小委 員 会

構造分科会 Y i E 本俊明/ 湖li也組

秋田 智/ 安封建築設; 1] "1峨 iir * 字 城 英 彦/ 大成立l! 設

岸 本 光 平/ 竹中工務脂 * 小笠 原修一 /竹中工務脂

?'ffu野 敦夫/ 大阪大学大学院 0 虎 谷 1

'

)' 幸/ 大林組

鶴岡 潤/ 日社犠; 1-' 0 前 回 jlij / FI建設日|

中島ま 光一/ 大林組l 南海 浩司/ r，'休止l r. l盟

知Ei皮 尚/ 神戸大学 森 川 幸信 Ｏ ＧＱｩ ｊｉ 主 ｉｉ 築 ｾｊ ｉ 事務所

ム房 安 智也/ 北院建築附近!i 研究所 . 10年委員会

松村 i庄/ 東側建築事Jl 務所 赤 木 |雀/ 日悠a刻|

向井 i!F- / 奈良女子大学 川上比奈 子/ 夙川学院短期大学

安 野 郷/ 百(1池組 * 熊 田 将 男/ 1i: J I'ill 築設J I事務所

矢野 勇二/ Z E N建築榊治事務所 * 河 野 浩 司/ 竹:ド工務問

設備分科会 * 斎 藤 幸代/ 刈Ji 由組

ム赤 滞 正 治/ 竹中工I労組 * 菅 原 幸也/ 日立l!設計

梶升 宏 修/ 近畿大学 中村 文紀 Ｏ ＮｬｉＡ州主ｾ 築 Ｇ Ｑ Ｑ 務所

河 井 康 人/ 関西大学 0 前川 治 彦/ 前川治彦建築研究所

北 野 !勝也/ きんでん

谷 野 太 志/ 新袋、冷熱工業

2  

平 成20年 4 月23日 開 催の 常 任 理 事 会 に お い て、 下記 の と お り 各 委 員 会

委 員 を 委 嘱 し ま し た。

Ｈ 。 委 ｴ ｾ 長 ｏ ｬｩｩ ｬｊ 委日 長 ム 幹 Ｇｊｩ fl 顧問J *20年度新委員所属名は目指林順不同敬科略)

. 事業委員会 ム出雄 隆/ 大阪市立工芸23校

見 学 - 講 演 説 明 展 示 懇 親会 な 宇都 直 人/ 大阪市立郁ぬ工業高校

どの企画および実施 大 西 正 宜/ 大阪府立西野田工科高校

。瀬 戸川 謀 Ｏ 関西住宅品質保 ｾ ￮ ｅ 岡本 展好 Ｏ 大阪市 立 青 ｉ ｉ ｉ ［ｾ 工業高校

Q JJ]'i見 昌宏、/ 元 安列建築設J i"' ll 務所 小早川弘樹/ 大阪府立布施工業高校( 定H欄

0 南 次郎/ 元 浅 沼 紛 武固 まffi 二/ 愛知;;11業大学

. 情 報 見 学小委員会 * 谷 口 幸 雄/ Bil! 設計

ム伊 藤 博/ 元 松村純l 永 島 敏 郎/ 安井組! 築設計すれ務所

ム大喜多孝哉/ 大林組 * 中村 ｩ 兵 二Ｏ 点知ｼ 弘 ｾ 築 Ｇ ＱＱ 務所

ム 中西 稔/ ジェイ7- ) 1- 町本コンサルタンツ 山岡 i( iV 堺市立」L2駐日校

ム森 田 芳 次/ 安J l i l ! 築設;11、Jl 務所

石 井 太 志/ 日建設計 . 建材委員会

岩 下 智/ 鴻池組 建材コンサルタント・新建材の紹介

岡 本 |箆/ 日建設計 。松 原 徹 雄/ 1二! 本政策総合試験所

河 合 哲夫/ 竹中工務時 * 井 上 |箆司/ アーキヤマテ'

越 水 博明/ 消水主llJ 量 上 原 俊一 /泊水位投

キ ｦｾｴ Ｚｴ 俊 至/ きんでん 河 津 能 大/ 日本ill 築総合試験所

佐々木栄 Ｏ 昭和設 ｾ ｉ 官2

知 史/ 1庄/:JJ建設

田 崎 祐 生/ 大阪成媛大学 阪 本 重 信/ 大成建設

* 夏チ1・ 重 行/ 元富士ヰオ工業 新 谷 英夫/ 奥村組

値 上 新 治/ ラシンプランニング 旺liO 昭/ mlTli 再生機椛西日本支社

福 島 l塗/ 鹿J斗迎設 徳 山 正 司/ m ::i 制l

三浦 Ｉ Ｆ ｾ Ｏ 大 林組 * 笠永 秀 男/ 竹中工務自

米 井 1' //点知! 主II 築事務所 西出 浩/ 大企ll ;投31

松 田 俊幸/ 大林制l

- 出版委員会 松 本 i;: V 京両1J i l ! 策事務所

建築に関する図書の企画・編集 ・!' I) 安 江 広 Ｏ 日 以 Ａｾ［ｦ Ｇ ｬ

行、ならびに講座の企画・ 実施 会不日因 究 ｬｾ ｖ 元 日 本主 ｉｉ 築センター

。上 原 正 行/ u建築工房

井上まるみ/ 住ま p o) 研究家

植 村 典 人/ 修成建設相111学校

*事)，谷 剛/ 竹中工務自

や)，回 暢 子/ 神田弘II築工房

田中 正 司/ 1産品主II設

玉 水 新吾/ エ ス パ イ エJレ

谷川 康 信/ 大|仮工業技術専門学校

0 中川 有i出/ 汗休止l! 没

*1') :'本 尚 志/ 竹中工務脳

￯ｴｾ は ｬ 宏/ 逃禁空1I l 11i }f 究所

準 松 秀 吾/ 7 イン企画

公iJ_j 1王| 修/ 修ill 築事務所

. 教育委員会

建築教育についての調査 ・研究 、 講

習 会 の 企画 ・実施、ならびに工高生

デザインコンクールなどの企画およ

び実施

。 山形 政 昭/ 大阪芸術伏学

. 講習会小委員会

0 平 野 剛 Ｏ Ｑ 定 ｊ 込ｾ犠

河 野 浩司/ 竹中工務脂

|坂井 聡/ 大林組

白 塚 芳 郎/ i!1li 也組

水野武夫 Ｏ 討 ｾ￭ 水主 ｴｲ ｾ

* 八木為治郎/ 大1主主II 談

山 内 博記/ 浅沼紛

. 工高生教育小委員会

0 仲 野 茂/ 堺市立工業高校



「大阪市公館J

見学会と

「水都・大阪のモ夕、

ン建築を活かした街

づくりJ 講演会

主催 ( 社) 日本建築学会近畿支部

近代建築部会

共催大阪市教育委員会

( 社) 日本建築協会

. 建築概要

所在地大阪市都島区網島町10-35

建 築 主 大 阪 市

設 計双星社竹腰建築事務所

施 工 (同大林組

竣 工 1959年 (昭和34年)

敷地面積 13，680ni  

建築面積 860ni  

延床面積 1，861ni 

構造規模 R C造、地上 2 階、一部地階

日本建築協会

会 邑

富 田

大阪市公館は、聖心女子大学と並ぶ竹

腰健造 Ｈ ＱＸＸＸ 年 ｾＱＹＸＱ 年 Ｉの戦 後期

における代表作の一つです。原則、非

公開の市公館において、「見学会j と「講

演会」を行い、景観と近代建築の活用

についての望ましい姿、そのための課

題などについて、意見交換を行います。

日 時 2008年 6 月28日(土)

- 受付 12:  ＳＰｾ＠

- 見学会 13:  ＰＰｾＱＴＺ＠ 30 

- 講演会 14 :  ＴＰ ｾ ＱＶ＠ :  30 

集 合 現 地 ( 大 阪 市 公 館 )

定 員 50人( 先着順)

締切日 6 月18日 (水)

参加費 500円 ( 資料代)

申 込 F A X または E - mai lにて、

倒 峯し名「大阪市公館J

②氏名

③会員・一般の別

①職場名または学校名

⑤連絡先電話番号

を、お知らせください。

申込先 (社) 日本建築協会編集事業課

T E L ・06- 6946- 6981

F AX :  06- 6946- 6984 

E- mai l :  j igyoka@ aaj .or. jp 

UR L  :  http: / / www. a aj.or. jp 

< 見学会>

市の迎賓館として作られた大阪市公館

は、レセプションホ ル、会議室、応

援室等によ って情成され、モダニスム

を基調とする外観と、ア ルデコ風の

家具、照明などを特徴とする。

また、東庭には「二水亭j と呼ばれる

茶室があり、西庭には東屋がある。

.，ーーー-' 1 .

r哩里里町

< 講演会>

講師

- 大阪芸術大学教授/ 山形政昭氏

[ 水都の近代建築遺産をめくってj

・関西大学准教授/ 橋寺知子氏

「近代建築の活用事例J

- 大阪水上ハス(欄取締役社長/

山田一信氏

「船から見た大川沿いの景観についてj

司会

. 附守中工務庖大阪本庖設計部

課長/ 松隈章氏

R

A
ド

，
、

，

a

，
‘
 F

 ..，..吻i

-- __J. =  r ' _  

環境、省エネルギ性が問われる昨今、 I DE O捌からご説明いただき 、L E D照 定 員

IDEC SALES 大阪の淀川区三国に省エネ・ C O，削減 明の今後の可能性を実感していただき

OFFICE 

を追求した、地球環境に優しい世界初 たいと企画しました。

の全館L E D照明のオフィスビルが竣 参加賀

( 全館LED照明
ヱしました。 日 時 2008年 7 月23日(水)

社屋) 見学会

この n D EC S AL ES  OF FICE J にお 15 :  ＳＰｾＱＷ＠ :  30 申 込

いて ｌｅ ｄ ｾ 現明の実物採用事例を見学 (15:  00より安付開始)

すると同時に、照明器具を試作し本館 集 合 ID E C S AL E S  OF F IC E  

[ 制大 阪 府 建 築 士 会 山 附 「
に設置した総合制御機器メーカー 1 階ショールーム

建築家協会のC P D対象 ( 2単位)

. 建築概要

所在地大阪市淀川区三国本町ト 10-40

建 築 主 IDE C株式会社

設計監理鹿島建設附

施 工 鹿島建設側

40名

(同業他社はご遠慮くださし、)

※ 申込み多数の場合は抽選

会員500円 一般1，000円

学生は各半額

7 月11 日( 金) までに、

①ID E C  S AL ES  OFFI C E見学

②氏名

③会員 ・一般の種別

①職場名または学校名

⑤参加票送付先

(住 所、郵便番号)

⑥連絡先電話番号

⑦C PD 申請を希望する人は

申請先団体名

を明記のうえ、下記へお申し

込み下さい。

申込先 制 日本建築協会編集事業課

大阪市中央区大手前1- 7- 31

(干540- 6591 )  

T E L :  06- 6946- 6981 

F AX :  06- 6946- 6984 

E- mai l  :  ji gyoka@aaj .or. jp  

全館 L E D照明の社屋

3  



一 一 一 10年委員会

1 0・ 。

昨年 4 月号にて案内いたしました通り 、10年委員会では「これからの10年J の具体的活動

について議論を重ねて参り 、今般その一環として「建築の現場j なる企画を進めております。

完成した建築の美しさだけを伝えるのでなく 、図面やC A Dでは実感できない構築のリア

リテ ィや膨大な構成物の製造過程を 、若い感受性に伝えていくこと 。 これは、 日本建築協会

が建築現場と教育現場を仲立ちすることによ って、実現できるのではないかと考えています。

さらに本企画を通じて、若い層に日本建築協会の存在と 、 その活動についての理解を深める

ことができ、会勢拡大につながる期待をこめた企画でもあります。

その第 1 回を今秋に予定しております。

その他10年委員会では、会員内外に広くアイデアを募り 、街の活性化に寄与できるような

企画も平行して議論しており 、今後も皆様方のお力添えをいただきながら進めていきたいと

思 っております。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

4  建築と社会 ・2∞8.6

編 集 委 員 長 設 楽 貞 樹

10年委員会・副委員長 前川治彦



建築
ー園、

』炉・

Ar c hi t ec t ur e a nd S o c i et y  

2 0 0  8  

NO. l 035 

日本建 築 協会 6  
場ー'

- 特集予告

7 月号/ 中国支部特集

8 月号/ 建援と景観

Ｏ 小林聖，ｾ，女子学院特集

編集委員会 (平 成20年度、理事は平成19年度)
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- 駅前の賑わいの創 出

~大きな広場、大きな庇、大きな階段、鮮やかなア ート

良好な自然環境に恵まれた阪神間 に位置し、 地域都心としての駅前l の賑

わいを創出することをテーマとした商業施設である 。百貨j苫をアンカー

テナントとし、物j仮庖舗、飲食庖側、集会場による構成としている 。

駅1][11に設けた約1，OOOni の広場を中心に、大庇、大階段を配置し、賑わ

いの場を提供している 。商業施設としてのイベントの他、毎年春に行わ

れる 地元のだんじり祭りの際には、 11基もの地車による パ フォーマンス

が行われる 。 また、近傍に防災官l I I ftd.:r庫を整備 し、災害時のJ l 1i 災拠点と

しても機能することができる 。 さらに、神戸市の姉妹都市であるパルセ

ロナのアート作家( ジョ セップ= マリア マルティン) によるパブリ ッ

クアートが施設だけでなく、i : J i に彩りと高揚感を与えている 。

古くからの酒造りの郷である「灘五郷」のうちのーっとして栄えた庶史

ある御影の街の人々に愛される飽設となることを期待している 。

( 長谷川淳 、 松 本伸 洋/ 竹中工務庖)
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- はじめに

弊研究室は全国的にもユニークな試みと

して発足した学部を持たない独立専攻大学

院大学である九州大学大学院総合理工学府

(2000年度以前は教宮組織と教育組織はと

もに大学院総合理工学研究科) に所属して

いる。一寸、乙のあたりからして込み入っ

ている。正鵠を期せば、教員組織は総合理

工学研究院のエネルギ一環境共生工学部

門、大学院教育組織は総合理工学府環境エ

ネルギー工学専攻と云うととになる、環境

エネルギー工学専攻は機械系 6 研究室、建

築系が 2 研究室、いずれも熱や涜休を主と

する環境システムの研究教育をテーマに掲

げ、る分野から構成されている。

元々は大学院大学であり、学部教育には

参画していなかったが、重点化に伴う改組

により、 1998年度以降は学部教育 に関わ

るようになった。建築学科ではない。工学

部のエネルギー科学科への参加である。エ

ネルギー科学科は、従来型の産業対応した

特定分野に染まることなく、理工学の基礎

を広く、市して深く、そしてみっちりと学

部 4 年間教育しましようとの理念の元に発

足した学科であり、今年で創学科 10年が経

過 した。

と云うわけで本研究室の学生は、社会人

を含む博士課程 4 人、修士課程 7 人、学部

卒論生 3 人、研究生 2 人、合計 16名のうち、

建築学科出身はブラジルからの留学生を含

めて 5 人に過ぎない。マイノリティ ー とい

える。教員スタッフは、教授の谷本と萩島

理准教授であり( 現在、 助教は凍結中) 、

それに秘書からなる。総勢 19名の所帯であ

る。

- 研究スキーム

ことまで読んで、建築に関係ない研究室

ね … との向きは早計である。

谷本も萩島も建築環境工学がパックグラ

ンドである。新進気鋭の女性都市気候学者

である萩島博士はさておき、谷本は如何に

も建築出身である。なぜ、って、いい加減で、

厳密さをあまり追求しないから… と云う

のはモ トイ( 本当は建築に愛着のある萩島

博士の方が、建築志向が強く、関心が散漫

でまとまりがない谷本の方が非建築的であ

る) 。

あだしごとはさておき

閑話休題、所属組織や同僚、入ってくる

学生の 出身母体、それに我らが頃来の関心

からして、あまり建築 ドメインには拘らな

い、格好よく言うと、現象や原理に向き合

うサイエンスおよびハー ドコ アエンジニア

リングを意識した研究を指向するようにし

ている。従って、研究成果は日本建築学会

の論文集に投稿するもよしとするが、常に

分野カスケード上流側の英文ジャ ーナルに

おける発表者E目指して日夜研績を積んでい

る。

対象のスケール( 都市。建築) と環境の

クラス( 社会。生活環境。人間エンティテ

ィ) の 2 軸を貰涜する様々な環境問題にア

ブロ ーチしている( 図 1 ) 。

- 都市気候学研究

ヒート アイランドの構造解析をここ 10年

の大きな仕事としてきた。街区スケールで

起きる建築と都市キャノピ一、大気、植裁、

土 議 の 連 成 現 象 を 模 擬 す る 数 値 モ デ ル

Urban Cli matoloryモデルに用いる建築起原の熱水空力学フオーシング基礎入力データの3Dディジタルレイアー化

室内熱水分同時移動解析の

高精度化に資する曾籍類の

阪放湿勤特性のモデル化

廃材炭を利用した再生

プロセス付パッシブ除湿器

および脱臭器の開発

都市高温化要因の解析ツール

AUSSSM Tool と複雑都市

アルベド評価ツールの開発

設計最適ｻｾ笛案選択の

合理的意志決定支援

ツールMCDM- 23の開発

居住者行動の確率的発生法の理論備築と生活スケジユ

ルの多機性が建築都市環境設計に及ぼす影響

図 1 研究室の研究スキーム。都市気候学、建築スケールの環境工学、実作を伴うパッシブシステムの開発。コンピユ ータ利用技術。複雑系科学、進化ゲーム理論、

マルチエージ、エン トシミュレーション技法を適用した人間 環境 社会システムのモデル化など、その分散は多岐にわたる。
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図 2 都市気候の様々なスケールにおけるアプローチ。

電気等々 トー タルユー

ティリティデマンドを

高時間分解能で予測し

ようと云うものがある。

従来の エネルギー予測

では非常に粗い原単位

法か、そうでなければ

住戸内では標準のスケ

ジュールが繰り広げら

れるとした動的負荷計

算による予測が行われ

てきた。後者である空

間スケ ールの最大負荷

を予測しようとすると

AUSS S Mを構築し、コンピュ ー タツールと

して公開した。建築屋としてのモデル構築

の力業はここ迄で、以降、図 2 fこ示す現地

観測、準実大模型屋外実験、 風洞模型実験

により、建物と 云う粗度要素が都市大気表

面周で付与する擾乱の効果をバルクで評価

する運動量輸送係数、スカラ ー輸送係数を

実験的に特定し、これを都市の幾何パラメ

ータで普遍的にモデル化する 研究に取り組

んで、いる。 ヒートアイランドを予測するモ

デルはあまたあるが、実は都市キャノピー

により機械生成される乱れの効果は力学特

性のまるで異なる植物キャノピーのモデ、ル

で代用されている。我らの試みが有意であ

る所以である。

- 都市~建築スケール

図 l のスキームに掲げた様々なテーマを

手掛けてきた。

ここ数年の大きなテーマとしては、住戸

内の生活スケジ、ュ ールの多様性を考廠した

住棟、街区、者1¥市スケールの水、熱、ガス、

過大になる。異なる住

戸で同時に冷房がたかれ、シャワ ー給湯が

行われるとしているのだから当然である。

研究室では生活スケジュ ールの公刊統計

データから都市居住者 l 人の 1 日の生活ス

ケジ、ュ ールを15分間時間分解能で生成する

アルゴ リズムを開発し、乙れに冷暖房発停

をマルコフ連鎖で近似する室熱負荷予測IJ大

系 と を 連 成 さ せ た Tot a! Utility  Demand 

Pr 巴diction System (T UD-PS) を開発して

いる。燃料電池やガスエンジンなどコージ

ェネシステムの都市街区、住棟への導入可

能性検討には多数住戸を集積 した時系列負

荷の予測が必須になるが、本手法はとれら

に適用出来ると考えている。また、ラ イフ

スタイル変容や人口構成の変化など、がユー

ティリティデマン ドに及ぼ、す将来のシナ リ

オの予測にも応用可能である。

- 複雑系数理で読み解く環境問題

環境問題は裾野が広い。 これを解決せん

とすれば、区々たる物理システムを切り出

して周辺を境界条件として付与した系を解

析したとて、最終な方途は視えてとない。

室内環境や都市気候の環境物理シス テムと

それを操作する人閥、人聞がマスとなった

社会システム全てを相互浸透的に扱う必要

がある。なぜなら、人聞が環境を操作 した

因果が巡って、またそれに応じた リア クシ

ヨンを取る ー との連鎖と相互作用が考慮

されねばならないからだ。言 うに易く、行

うに著作し、とはとのととで、空間と時間の

スケールの異なるとれらのセクタ ーを速成

させて扱う普遍的モデル化のアブローチは

ないし、実際計算上の困難も想起さ れる。

が、その道具立てと して複雑系数理や

Operati ons  Researchが有効なのではないか

と考えている。人間の意志決定を時間ロバ

ス トに扱う進化ゲーム理論、人間個々をラ

グランジ、ュ粒子的に扱い、ボ トムアップに

社会システムにおける創発現象を扱おうと

するマルチエージェン トシミュ レー ション

を使うととで人間一環境一社会システムの

モデル化が出来ないかにチャレンジしてい

る( 図 3) 。

- 最後に

紙面の都合でとても委曲を尽くして説明

するととは出来ない。興味ある向きには、

是非、幣研究室のwebサイトにアクセスさ

れたい。また、本研究室では、出身大学、

学科に とらわれず、熱意、のある 学生諸君の

受験を歓迎している。えっ? こんなヘンな

日本語書く怪しげなパクハツ教授のいる研

究室なんてゴメンだと? まあそう 仰 らず、

御一読を。

http:// kt!abo. cm.kyushu-u.acJ p/  

( 谷本 i閏)
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木の香る家々

企画

山田和広

木のもつ清楚な輝き、すがすがしい

香り、精綴な造り 、そしてなによりも

優しく 、あたたかい感触と風情は今の

時代、かえがたい賛沢といえるでしょ

っ。

私たち日本人は、本来自然を拒むこと

なく 、 むしろ積極的に暮らしにとり込

んできました。 そんな日本人の住まい

にこそログハウスがあうのではと考え

ました自然が育てた最良のログは 、

春夏秋冬、四季折々の風情を愉しむ

こころを大切にする方々に充実した暮

らしを営む優しい空間を創り出しま

す。

ロクハウスは北欧で千年以上の歴史

があり、高い断熱性や保温性、優れ

た耐震性能を持っています。私たちは、

その本場フィンランドの伝統技術を生

かし、 ログハウスを日本人のライフス

タイルにあわせて設計し、優しく上質

な生活空間を提供し続けてきました。

素朴であたたかく 、いつまでも飽きる

ことのない木の香る家をこれからも提

供していきたいと考えています。

山田和広

1952年新潟県生まれ

1971年 新 潟 県 立 桜ケ丘高校卒業

1971年 日本土地山中村欄入社

これまでに 120棟のログハウス建設に

携わる。

企 画 編 集 津 田 純一 (作品作風小委員会)



特集

設備に役立つ地震対策

~耐震 ・制振・免震対策~

阪神大震災から 13年が経過し、その聞にも、われわれは鳥取沖西部地震、福

岡沖地震、新潟県中越地震、能登半島地震という大地震を経験しました。構造設

計においては設計手法が追加され、ピロティー、鉄骨の設計に関する告示が出さ

れ、免震構造の設計がやりやすくなるといった大きな変化がありました。

建築及び設備においては、安全、安心の面から外壁外装 ・EXP.J 部等の見直し

が行われ、耐震及び制振、免震建物の増加に伴い適用部材が多種開発されてきま

した。エレベータにおいても、新たな開発が求められてきました。

この 5 月12目、中国四川省においてマクe 二チユード8. 0の大地震が発生し、想

像を絶する被害が日に日に明らかになり、地震の恐ろしさを再確認させられてい

ます。この被災状況を心に刻み、近い将来に必ず起きる南海・東南海地震に備え

て、建築に携わるものとしてわれわれはこれから何ができるかを、日々の業務を

通して模索していきたいとおもいます。 設備分科会幹事. 赤津正治

[総論]

災害に強いまち~建築と設備の接点を探る~・室崎益輝

繕造の立場から建築設備の耐震対策に望む・林 康裕

[各論 1]

< 地震対策上の重要施設と設備設計のポイント>

庁舎 大阪市消防局庁舎一・小林陽一

病院・丸山茂義

情報通信ピル・中西和也

[各論 2]

< 設備施工における地震対策の選定ポイントとその事例>

電気設備・井手洋一

機械設備・大久保泰和

< 設備配管等地震対策材料の選定ポイントとその使い方>

設備配管、ダクト・千葉健男

; 令媒配管. 宮本昌利

ガス用免震配管・荒 木 悟

煙突用免震継手. 片岡浩三

< 昇降機の地震対策のポイント>

昇降機の新しい地震対策. 東中恒裕/ 毛利一成/ 渡辺誠治/ 福井大樹/ 西山秀樹

本特集企画但当編集委員

赤滞正治 Ｏ 石井 ｉＡ 別立 Ｏ 舵井宏 ｗ Ｏ 河 ｈ ｉｩ Ａ ｩ 人 Ｏ 北野 ｉｊ 持 也 Ｏ 谷野太志 Ｏ ｘｬ弁並行 Ｏ 桝ｾＧｩＧＺｬＧＮｩＺ ｊ Ｎ長 Ｏ 村上 幸 三 郎 Ｏ 山 下 修



災害に強いまち

~減災と設備の

接点を探る~

室崎益輝

12 遮築と社会 ・2∞8.6

南海地震や首者 Ｑ Ｑｩ ｾ っ て 地震など者 Ｑ Ｑ 市固に大規

模な被害をもたらす地震が、近々発生するの

ではないかと危慎されている 。それだけに、

災害に強いまちづくりに戦略的かつ持続的に

取り組むことが急がれる。ところで、この災

害に強いまちづくりにおいては、構造的対策

の強化だけではなく、設備的対策の強化が欠

かせない。

もっとも、このノ、ードウェアとソフトウェア

を構築し運用するのが人間であるという基本

に立ち返るならば、この 2つに加 えてヒュー

マンウェアが欠かせない、ということになる 。

まちづくりが、ものづくり、ことづくり、ひ

とづくりによ って成り立つ、といわれる所以

である 。

ここでは、災害に強いまちをつくるための ・まちの減災と設備システム

設備インフラあるいは設備システムのあり方 それでは、災害に強L 、まちと設備システム

を、考えてみることにしたい。 とのかかわりを考えてみよう 。設備は、臓器

- 災害に強いまちの要件

そ乙でまず、私たちが目指す 「災害に強い

まちJ について、その要件を簡単に整理して

おくことにする 。

目標性能として示される 「災害に強pJ と

いうのは、災害による被害を封じ込めること

ができる、災害による被害を小 さくすること

ができる、ということである。それは、被害

を軽減し緩和する「減災力J を持っていると

言い換えることもできる 。ところで、その減

災力は、被害そのものを発生させないという

予防力、被害の拡大を抑制できるという対応

力、被害の回復を迅速にはかりうるという復

元力の、 3つから構成される。応急段階だけ

ではなく予防段階や復旧段階においても、被

害を軽減する性能を持たなければならない、

ということである。消火活動や避難誘導ある

いは救急医療とい った応急対応だけではな

く、 出火防止や耐震化あるいは不燃化とい っ

た予防対応、住宅再建やコミュニティ再建あ

るいは経済再建とい った復旧対応が、災害に

強いまちには求められる。

さて、強いまちの「まち j についても言及

しておきたい。街とも書かず110 とも書かず平

仮名の 「まち 」 としたところがミソである。

ハードな「街」でもなくソフ トな 11
1
可」でも

なく、ハードとソフ トをあわせ持った「まち」

を、ここでは強く意識しているのである 。と

いうのも、 災害に強いという性能は、手段と

してのハー ドウェアとソ フト ウェアの連携に

よって達成されるからである 。強いまちをつ

くるには、ハードウェアとしての構造と設備、

ソフトウェアとしてのシステムとマネージメ

ン卜がなければならない、ということである 。

や血管あるいは神経に例 えられる 。器管や神

経であれ、人聞が健康に生 きていくうえで欠

かせないものであり、代謝や免疫あるいは平

衡や調節を担って、機能保全と危害排除の役

剖を果たしている 。それと同じように設備に

も、建築や者11市における機能維持と危害排除

の役割を果たすことが期待されている 。とい

うことで、日常性を保持するための機能と危

害性 を排除するための機能の 2つが、設備に

は要求されることになる 。

後者の危害性の排除では、先に述べた予防、

応急、復旧の減災のサイクルに即して、設備

の危害|坊除あるいは危害i陸減の機能を考える

ことになる 。

予防においては、危険の芽を事前に摘む監

視や保安、危害の発生を回避する緩衝や遮断

が、設備には要求される 。障害物の放置など

の不安全行動や装備の老朽化などの不安全環

境を監視するシステム、不意の振動や変位な

どの外力をダンパーやフレキ シブル ジョ イン

ト などで品 ｾ 利 し 吸収す るシステムなどが、こ

れに相当する 。応急においては、発生した危

害を取り除く排除や抑制、発生した被害を和

らげる避難や救護が、設備には要求される 。

危険を知らせ必要な行動を喚起する 箸報伝達

のシステム、延焼防止や氾灘|防止などの活動

を支援する重刻王制御のシステム、緊急避難や

救助救急など人命の保全をはかる避難救護の

システムなどが、これに相当する 。復旧にお

いては、 生活の回復をはかるライフラインや

コミュニテイネ ッ トワークが、設備には要求

される 。冗長性もしくは自立性のあるエネル

ギー供給の システム、 暮 らしや心の回復をサ

ポー トす る情報交流のシステムなどが、こ れ

に相当する。以上のこうした被害軽減に直接



的に貢献する設備を、減災設備あるいは減災

設備システムと呼ぶことにする。

さて、ことで忘れてならないのは、前者の

日常性の保持の大切さである。最近の災害で

は、震災関連死やコミュニティ崩域とい った

雪楽に代表される間接被害の占める割合が非

常に大きい。その間接被害 というのは、日常

のシステムが災害の中で機能不全に陥ること

によりもたらされる 。避雛所においてトイレ

が快適に使用できないために、水を飲むのを

我惜して脳綬塞になる、被災地においてライ

フラインが回復しないために、過疎地の人口

減少に拍車がかかる、といった例が少なくな

L、。ということで、水道や電気あるいは情報

や交通とい った、日常生活に必要な設備イン

フラや設備システムの安定化や冗長化さらに

は耐災化に努めることを忘れてならない。私

は、この日常性の保全にかかわるライフライ

ンなどの設備を、基盤設備あるいは基線設備

システムと H干んで、減災設備や減災設fil1i シス

テムと区別している 。

ところで、こうした基盤設備においては、

何よりも日常機能の維持をはかるために耐災

化が要求されるのであるが、同時に、 災害発

生の起因とならないために耐災化をはかるこ

とも要求されるのである。阪事l' ・淡路大震災

H寺には、電気の自動回復システムによる通電

火災が多発し、それが大規模火災を引き起こ

してしま った。自動回復そのものは、日常機

能保持には欠かせないシステムであるが、自

らが加害者になりうることへの西日慮が欠落し

ていた場合には、裏目にな って、より大きな

犠牲を強いる結果になる。日常H寺においても、

家電製品などの設計 ミスによる事故が頻発す

る傾向にあるが、非; 幣1時. EI1常If寺にかかわら

ず加害者とならない設計をこころがけること

も、忘れてならない。

- 減災設備設計の留意点

それで、は、 地域の減災力の向上や災害に強

L、まちづくりに寄与しうる、設備のあり方を

考えることにしよう 。そのあり方を考えるポ

イントは、第 l に点と面の融合、第 2に日常

と非常の融合、第 3 にソフトとハードの融合、

に要約される。

(  1  ) 点と面の融合

先に、臓器と血脈に例えて設備の全体像を

考えることを示唆した。点としての臓器と線

としての血脈をシステムとして捉え、面とし

ての身体全体の安全を考えようとしたからで

ある。ここでは、 制御 と情報との関係、構造

と設備との関係、スポ ッ トとネ ッ トワークと

の関係を、減災の視点から包括的に捉えるこ

とが求められる。

制御と情報との関係では、最新のI T技術

を減災設備の制御機能にリンクさせて、迅速

かつ効果的な対応をヲ| き出す システムとする

ことが考えられる。緊急地震速報を通電火災

の防止に結びつけることなどが、その一例で

ある 。構造と 設備の関係では、構造体の変形

などの災害H寺の挙動に対応できるように設備

の柔軟性や追従性を確保することが欠かせな

い。阪神 ・淡路大震災では、スプリンクラー

設備が構造体の変位に追従できず、また天井

などの衝突によ ってヘ ッドが破壊されて消火

機能を発揮できなか ったが、構造体と設備と

の応答関係に留意しつつシステム設言|をはか

ることが求められる 。ところで、最後のスポ

ットとネ ットワークの関係は、判長災設備シス

テムのあり方を考えるにあた って、辰も大切

なポイン卜である 。スポ ットというのは自立

型の設備、ネ ットワークというのはライン j f: IJ

の設備を指す。井戸のようなスポ ット型に消

火絵のようなライン型を組み合わせて、消防

水利のシステムを組み立てることが、ここで

は考えられる 。ライン型においては被災から

の回復が遅れる、スポ ット型ではどこでもい

つでも対応できるということから、井戸のほ

か、自家発電機、ガソリンスタンドなどの 佐

立型のライフスポ ッ 卜による補完をシステム

に組み込むことが欠かせない。

( 2 ) 日常と非常の融合

日常的に存在するものでないと、また日常

的に使い慣れているものでないと、いざとい

う非常時には役立たないことがある。防災無

線を日頃から使っていないと、災害H寺に機能

しないというのは、その- f列である。ここで

は、日常的なシステムに防災性や耐震性を与

えて、非常時のシステムとしても有効に機能

するようにするという発想を大切にしたい。

技術的には解決すべき問題が少なくないが、

エレベーターなどの日常の移動システムの改

千年をはか つて、火災H寺や地震時の避難にも使

えるようにすることなどが、ここでは推奨さ

れる 。 トイレについても同様で、非常用トイ

レを別に開発するのではなく、i j ' / i 1 字のトイレ

を非常時にも使えるように改善するのが本筋

と、私は考えている 。また逆に、井戸水や防

災無線などの日常性の希薄な減災設備につい

ては、日常的な水利や通信の手段として使用

するライフスタイルの定着が、その日常化の

ためには欠かせない。

この日常時と非常時の融合にかかわ って、

地震と火災は同H寺に発生しないという「誤っ

た固定観念j から、消防設備や防火設備の耐

震化をはからない風潮について密告を発して

おきたい。大地震が発生すると、超高層住宅

が火炎に包まれることは避けられない。消火

設備や防火設備が両古里化されていないからで

ある 。地震に火災はっきもので、超高層住宅

といえども出火は避けられず、スプリンクラ

ーや防火区画さらにはエレベーターが機能し

ないとなると、多くの人が火炎の中に取り残

され、焼死を余儀なくされる。スプリンクラ

ーや防火扉のffo;f震化をはかるか、水道水と市

民力を活用した消火システムを取り入れる

か、思案のしどころである。

( 3  ) ハードとソフトの融合

非常時の設備の要件として、非常時に確実

に作動し、機能することが欠かせない。その

ために、先に述べた日常性も要求されるので

ある 。乙の作動の信頼性を高めるには、 簡単

に操作ができるとと、故障が起きにくいこと

などの要件がハードに要求され、複雑なシス

テムとしないこと、壊れにくいシステムとす

ることが求められる。その一方で、、操作ミス

が起きないこと、フールプルーフにな ってい

ることなどの要件がソフトに要求され、訓練

や教育で習熟をはかること、人間工学的な配

慮がなされていることが求められる。

ところで、このハードとソフトの融合は、

なによりも災害対策本部や危機管理センター

の設備システム設計において求められる。非

常H寺における対応のシナリオをし っかり読み

込んだシステムとすることを、インシデン 卜

システムの設備設計の要点として指摘してお

きたい。

(むろさき よしてる|腕量判先たさ開合政策特 j¥数段、工判¥'j.封
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構造の立場カ通ら

建築設備の

耐震対策に望む

林 康 裕

14  建築と社会 ・2∞8.6

- 建物の地震リスク評価と耐震対策

1995年に発生した兵庫県南部地震におい

ては、建物の構造的被害はもと より、建築設

備にも甚大な被害が発生した。そして兵庫県

南部地震以降、日本列島は活動期に入ったと

言われている 。すなわち南海 ・東南海・東海

地震に代表される海油型の巨大地震の発生が

確実視され、その前後には活断層による内陸

直下地震が多発すると予測されている 。この

ような状況の下、建物の両横安全性への関心

が高まっている 。その一端は、学校施設を中

心とした市慣補強の促進や集合住宅などへの

免震構造の採用実績の高まりに表れている 。

一方、バブル崩壊以降の不動産市場の低迷

を背景とした法改正や金融システム改革の動

きの中で、不動産証券化や不動産投資信託な

どが可能となってきた。これに伴って不動産

の将来の収益を予測するために、不動産価値

を喪失させてしまう可能性のある地震リスク

を評価することが不可欠となった。そして、

地震リスクの大きさを表す指標としてP ML

(Pr obable  Maxi mum Loss) の考えが不動産

業界の中で普及し、建築主から設計者にP ML

評価 を要求する事例が増えつつある 。 また、

企業が被災しでも重要事業を中断させず、中

断しても可能な限り 短期間で再開させ、* 断

を含めて考えて、同様対策を実施する必要が

ある。例えば、 生産施設にとっては、特に、

早期復旧し、生産活動を再開するため、従業

員、製造機械や変電設備などの生産設備、 電

気 ・水道・ガスなどのインフラ、原材料・部

品・梱包材の確保などが重要となる 。

乙こで、地震リスクを低減する上では、発

生確率は低いけれども発生した場合の損失額

が極めて大きい場合と、発生確率が高く損失

期待値が大き p 場合の両者が問題となる 。こ

れを大阪について記述すれば、前者は上町断

層帯や生駒断層帯のような内陸直下の、活断層

による地震で者[1市全体が甚大な被害を被る場

合で、超高層建物や免震建物といえども極め

て大きな構造・設備被害を被る可能性があ

り、まずは構造安全性を優先して対策を実施

すべきであろう 。後者は発生が確実視されて

Lミる海滅型の南海・東南海地震などで、巨大

地震ではあるが震源から 距離が離れているた

めに地震動はそれほど、強烈で、はなく、建物の

弱点を直撃して被害が発生する。

発生確率や地震の再現期間を考えると、前

者は長期的な取り組みをすべき 地震で、早急

な対応が望まれるのは後者であろう 。後者の

場合、地震動強さはそれほど大きなものでは

ないから、長周期構造物など市古要性は高くて

も地震動特性・地盤条件 ・建物の振動特性な

に伴う顧客取引の競合他社への流出、マーケ どの不利な条件が重なり合った場合か、それ

ッ トシェアの低下、企業評価の低下などか ら とも isi1震性の著しく低L 崎造部材でなければ

企業を守るための経営戦略を策定する事業継 大きな被害は発生しないと考えられる 。ただ

続 計 画 ( BCP :  B lI si ness Conti nl l i ty P lan) し、建築設備については、構造部材にはほと

や、 B C Pの運用- 導入・見直しという継続 んど被害を生じない低い地震動レベルから被

的改善を含む包括的なリス クマネジメントを 警が発生して、建物全体の機能喪失に繋がる

行う B C Mの考え方も浸透しつつあり、ビジ 可能性がある 1)。このため、南海・東南海地

ネスの世界においても地震リスク評価の重要 震に対する 地震リスクを低減する上では、建

性が認識されつつある 。 築設備の両、j震対策が重要な課題となる 。

以上のように、ひと昔前の人命保認を意図

した従来型の市捜目標を達成する技術は完成

城に迷 し、建物全体の骨随性能を向上し、被

害による経済的損失や機能損失の リスクを低

減する技術へと、世の中の関心が移りつつあ

る。そして、地震リスクを低減するためには、

構造だけでなく備品や家具、内外装、天井、

エレベータ一、空調設備、衛生設備、 電気設

備の被害、さらには事業損失、休業損失、機

能損失や人命などの間接被害や波及被害まで

- 建築設備の耐震化に必要なこと

:  i学習力J と「認知力j

兵庫県南部地震における建築設備被害は、

地震後に被害実態調査が行われており、被害

事例とともに、設備種1抑 止 構造別、建物階

数別、構造被害程度別に被害統計が整理され

ている 2) 。このような被害データは、被害を

被りやすい設備機器や設置方法を知る上で有

用であり、同捜対策を打つべき設備を特定し、



被害を低減するための知見をわれわれに示し

てくれている 。例えば、配電線や制御盤な ど

の電気設備は、転倒、滑り、傾きなど機器固

定にかかわる被害が多く 、被害低減のための

対策自体は困難で、はな い場合が多い。しかし、

このような頻繁に発生する被害モードに対し

でも、 地震の再現Wj 聞に比べて建築設備の供

周期間は圧倒的に短く、 対策の必要性が認識

されづらい。

2005年福岡県西部地震で、硬化性の シー

リング材を用いた普通板ガラスが建物の変形

に追従できずに割れて落下した。飛散防止 フ

ィルムなど‘ の対策を打った方が良いことは事

前に分か つており、 比較的簡単に実施可能な

対策が存在していても、危機意識が不足して

いたり、対策を実施しなかったために被害を

被った場合が多い。事業%l t続性や企業責任に

大きくかかわる危険性が大きい建築設備につ

いては、対策を実施していないことで資産価ij

値の評価に大きく跳ね返る社会的な仕組みづ

くりや、耐震対策が必要な機器の仕様選定や

同様対策す封町の投資効果の評価を簡単にでき

るツールの開発などが必要で、あろう 。

一方、 2001年芸予地震での体育館の天井

落下をはじめ、 2003年十勝沖地震での釧路

怨港ターミ ナル、2005年宮城県沖地震での

プールなど、 比較的新しい体育館や公共施設

で天井が破損・ 落下する被害が発生 してい

る。 また、 2004年新潟県中越地震で、は、震

源から約 ＲＰＰ キロ ｾｩｬ ｦ［れた東京の超高層ビルの

エレベータ - 6 基が煩傷し、うち l 基は主ロ

ープの l 本が切断した。2005年千葉県北西

部を震源とする地震において、最大震度 5 強

の地震で約64，000台の エレ ベーターが停止

し、 78台で閉じ込め被害が発生した。

近年、日本の大都市を襲った本格的な大地

震は兵庫県南部地震だけであるとい って も過

言ではない。一般に、地震対策は苦い被害経

験を繰り返さないように後追いで実施される

ことが多いが、大都市では、被害経験のない

新しい技術が試み続けられている。新しく導

入された技術は、耐震対策が必要であると 認

識さ れていれば設計1時に考慮さ れているはず

である から、 多くの場合には、設計時には想

定されていなかった被害が地震時に発生する

とととなる 。

と乙で重要なことは、被害が発生しやすい

t姉崎には、震度 5 強以下の比較的大きくな L、

地震動に対し でも、大きな被害の兆候として

何 らかの損傷や不具合が現れているものであ

る。新しい技術の被害を抑止する ためには、

比較的小さ な地震H寺に現れる 兆候を見逃さず

に、新しい技術が持っている脆弱性を認識し

て対策を打てるかどうかにかかっている 。

以上記述してきたように、建築設備の同様

対策には、被害経験に学び耐;1震対策を{確実に

実施しようとする「学習力j と、小地震時の

軽微な被害から大J地也震I時時の被害様相を想想、{ 像象す

る「日5

の良否を議論する 以以、前に、むしろ設備技術者

の姿勢と資質が大きく間われている。

- 建築設備の被害軽減に向けて

1998年から 2000年にかけて、「確認検査の

民間開放」と「性能規定化j を目 的として建

築基準法の改正が行われた。梢造設計におい

て、自由な椛造システムを許容可能な設計法

の導入と、法的要求事項の明確化を意図した

ものである 。そして、設計プロセスにおいて

は、満たすべき性能要求を煩傷限界や安全限

界に対して定め、設計検証方法を定めて要求

性能水準を充足するための技術的手段が選定

されることとな った。 しかし設計の結果、実

現 される建物の保有雨模 d性能が要求性能水準

を満足していることは示せても、要求性能水

準を満足する ことで大地震に対してどの程度

安全になるのか、われわれ桝造技術者も十分

に説明できる材料( 技術) を持ちあわせてい

ない。例え ば、兵庫県南部地震や新潟県中越

地震などの震源域において、設計で想定して

いる地震動強 さを大きく超える 地震動に対し

て、 中低層建物がなぜ大きな損傷を被らなか

ったのかいまだに解明できていない。つまり、

昨民補強による師、臨性向上が被害経減に有効

である ことは示せても、 耐震補強が本当に必

要なのか投資効果の観点から十分に説明でき

ない状況にある 。真の性能設計を実現する上

で、克服すべき E課題は少な くない。

建築設備についても、状況は大きく変わら

ない。近年の被害地震においては、震度 5弱

程度の地震動に対して、構造的な損傷は軽微

であっても、非桝造部材、建築設備、ライフ

ラインの被害が少なからず発生していること

は先にも記述した。地震被害は維持管理不足

や施工不良で、、弱点を持っている部位を直撃

するのが常であり、損傷部位を調査してみれ

ば原因が明らかなことが多い。 しかし、同様

な維持管理不足や施工不良を有する部位であ

って も意外と被害が発生しておらず、被害の

有無がなぜ生じたのか、またどんな割合で被

害が生じ、師、限対策を行うべきかどうか、判

断材料は意外と乏しいのが現実である。安全

側の判断をすれば、不安な設備はすべて耐震

化せざるを得なくなっ て費' 用がかさんでしま

い、対策の実施を蹄路してしまいかねない。

このような状況を打破' し、 建物の真 の ( 耐

震) 性能設計や耐震性能を反映し た地震リス

ク討 佃iを可能とするためには、被害が発生し

た箇所と同様に、被害が発生しなかった箇所

についても 地震被害の事例収集を行って比

較・分析を行う地道な研究が必要で、ある 。ま

た、建築設備の市慢性を正しく評価し、 設計

や地震リスク評価に反映していくため、以下

のような師、限試験法の開発、 地震リスク評価

法の構築、 耐震化技術の開発が必要と考える。

1  ) 建築設備の物理的 ・機能的障害に応じ

た耐震性能の格付け評価 ( 耐震性能ランク)

を行うための、耐震試験法 3 ) の開発と 一般

化 ・共通化が必要である。

2  ) 建築設備の耐震性能 ランクに応じ たフ

ラジリティーを設定し、建物全体の総合的な

耐震性能目標に応じた建築設備市様 化対策選

定のための地震 リスク評価手法の構築。

3) 既存建築設備の耐慣 性能 ランクを、 低

コスト で向上させる耐指引ヒ技術の開発とメニ

ュー化。
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地震対策上の重要施設と

設備設計のポイント

庁舎

一大阪市消防局庁舎-

小林陽一

16 建接と社会 ・2∞8.6

最近竣工した大阪市消防局庁舎は、大阪市

消防行政の中枢施設であり、地震などの各種

災害に対して、市民の生命、財産を守る消防

防災活動の拠点施設となる 。本庁舎の 7 階に

は、消防活動の統指拠点となる指令情報セン

ターを有している。大i九模災害時には災害対

策本部が設置され、さまざまな災害情報が指

令情報センターに集まり、それらの情報に基

づいて消防活動の指示が行われる 。いつ起こ

るかわからない災害に備えるため、 一時も停

止できない施設であり、大地震に対しでも建

物機能を損なうことなく継続使用可能な施設

とする必要がある 。また消防指令情報システ

ムは、機器のパージョンアップに伴う保守維

持の商から定期的な更新が必要とされる。

ここでは、大地震11寺の継続使用を可能にす

る方策と、常時および消防指令情報システム

物内に設置される通信機器、設備機器への地

震水平力を低減できる基礎免震構造を採用し

た。建物本体は鉄筋コンクリート造( 一部プ

レス トレストコンクリー 卜梢造と鉄骨鉄筋コ

ンクリー 卜桝造) であり、架椛は耐震壁付き

ラーメン形式として、建物に必要な剛性と耐

力を確保している 。補擁安全性を検証する時

刻歴応答Wi付庁では、無線鉄塔も解析モデルに

取り入れた全体モデルで、また、同時に地般

の液状化を考慮した解析も実施してし、る 。

建物内に設置されている設備については、

免震構造による 地震水平力の低減と合わせ

て、十分な岡弘f 固定などの対策を行い、機能

維持を図っている。受水槽、給水ポンプ、消

火ポンプ等の重要機器を設置している l 階床

下機械室は、 l 階より吊り下げる形で免震化

している。

更新時における指令官5報センターの機能維持 一一ライフラインの途絶に対して

に関する対策について、具体的に説明する。 大j島模地震発生時のライフライン途絶に際

しては、消防防災活動の中枢機能を自立的に

・大地震時の機能維持 継続するための対応を計画している 。停電に

一一耐震対策 対して、冷却水設備が不要なガスタービン非

建築的な対応としては、建物本体および建 常用発電機1 . 000kVAを設置し、消防防災活

. 拐事

指令情報包4 みー

機器搬出入用

テヲニカルボイド

指令情報センター更新スペース

7 階平面図

主電気室

機械室

ドに面した

しやすい

断面図
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新システム更新スペース

( 訪堂→新指令センター)
指令情報センター

試運転時は、ガス吸収冷温水機

地織冷暖房より冷水供給

空調設備のパックアッフ.対策

指令情報

センター

新システム更新工事を、既存機能を維持し

ながら円滑に行えるように、建物中央にテク

ニカルボイドと H乎んでいる吹抜空間を設け、

機器搬出入経路として利用する言|函としてい

る。 乙のテクニカルボイドは設備配管面白泉ス

ペースとしても利用し、内部機能に影響を与

えることなく、更新改修を行える 。 また常時

は自然換気ルート、自然排煙口としても活用

している 。新システム試運転H寺は、 2 つのシ

ステムが同H寺稼働となるが、試運転時の空調

には、 一般熱源( ガス l吸収冷温水機+地冷)

より冷水を供給することで、契約電力のア ッ

プを抑 える計画としている 。

動に必要な唱力を供給する 。 その燃料は、 地

下オイルタンクにより 72時間運転分を確保

する 。断水に対しては、上水・雑用水の受水

槽に災害 時使用水量の 3 日分を貯水してい

る。 さらに雑用水には雨水や空調用蓄烈IWWの

水を利用できる計画としている 。 また排水に

ついては、公共下水道破損H寺の対応として、

緊急排水貯留槽を設置している 。都市ガスは、

耐指号性に殴れた 中圧ガス管でヲ |き込み、ガパ

ナ一経由後、 空調用 ・厨房用に供給している。

るようにしている 。 また' 情報システム電源に

は無停電電源装置を設置し、瞬時停電も生じ

ない対策をとっている 。

指令情報センターなど重要施設の空調は、

非常用発電機から品軒目可能な空冷ヒートポン

プパッケージエアコンと空冷ヒートポンプチ

ラー+ 空調機により行い、停電H寺も 100%空

調を可能としている 。 空冷 ｊｾ ッケージエア コ

ン、空間機は予備機を設置し、機器故障、点

検保守11寺においても空調を網島続できるシステ

ムとしている 。

- ー情報シ ステム更新時の対応

指令情報センターの消防指令情報システム

は、 101 : j 斗目夏での更新が想定されている。 シ

ステム更新工事は、指令J情報センタ一機能を

維持しながら行う必要があるため、新たなシ

ステムの梢築ス ペースとして会議室、百陛を

転用できる計画として L情 。具体的には、現

在の消防指令センターは 7 階北側、その機能

を支える屯封機械室 ・通信機械室は 6 階北側

に設置しているが、 7 階南側講堂、 6階南側

会議室を次世代の指令情報センタースペース

としている 。

- 指令情報センターの機能維持

一一常時の設備パ ックア ップシ ステム

指令情報センターは、 - 11寺の停止も許され

ない施設であり、設備故障やメンテナンス、

機器更新|時の対応としてパ ックアップシステ

ムを構築している。

電源については、隣接する交通局庁舎と共

同で特別高圧 3 回線スポッ トネ ッ トワーク 受

電し、交通局庁舎主電気室より 2 回線引き込

みを受けている 。指令情報センターなど重要

施設は 2系統配電と し、機器故障・メ ンテナ

ンスに影響されず電源供給を行うことができ

- おわりに

大阪市消防局庁舎は、大阪市消 防防災活動、

災害対策の最重要拠点として、大地震時の機

能維持、パ ックアップシステムを備え、更新

時の対応にも岡崎、した信頼性の高い施設とし

て計画している 。市民の生命、財産を守る拠

点施設として活躍することを願っている。

( こばやし ょ 川

株 式会社安; 11' 建築設計' Ii : 務所設備部部長
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病院

丸山茂義

18  建築と社会 ・2∞8.6

- 災害拠点病院

一定規模以上の病院は、大地震等の災害発

生時にその地域の災害拠点病院となり、被災

者の受け入れ、 トリアー ジ対応、入院患者の

受け入れを余儀なくされる 。そのために、災

害発生時でも必要最低限の病院機能を確保す

る必要があり、種々の対策を誹じる必要があ

る。

災害拠点病院の位置づけとしては、基幹災

害医療センター及び地域災害医療センターが

ある 。また、総務省主導でDMAT *の運用が

始ま っており、災害医療と救急医療の連携が

より綿密にな っている。

- 災害時における病院機能

ひとたび災害が発生すると、病院は日常診

療から災害医療へと、迅速にその機能を変貌

させなければならない 。 災害 ｈ 寺の医療は Ｒｾ

Ｓ 日間の初動期間と、 ＲｾＴ 週間の継続期間、

それ以降のアフターケア期間に様変わりして

し、くが、特に初動期間に病院そのものが、大

きくその姿を変えることができる施設計画と

しなければならない。

1  ) 構造安全性 長周期免震構造の採用に

よる構造安全性の確保を行う 。部分的な増築

の場合は耐震強度の制り増しという手法も考

えられるが、地震直後からの診療継続という

点で、は、免震構造がベストな選択である 。

診療機器、設備機器はすべて免震構造の建

物の中に設置しておくべきである 。

2 ) 患者搬送 忠者さんや緊急物資の搬送

に最も機動力を発揮するのが、へリポー卜で

ある。ヘリポートは非公共用ヘリポー卜、飛

行場外離着陸場、緊急離発着場、緊急救助用

スペース( ホパリングのみ) に分類されるが、

飛行場外離着陸場がコストや運用面のバラン

スから見て最適である。病院立地に対して広

域的に配備されているヘリコプターを調査

*  DMAT  (Disaster  Medi cal  Assi stance Team)  

①被災地内での医療的報収集と伝迷②災害現場での

トリアージ、応急処世等③被災地内の病院で、の診療

の支援①近隣域内機送における消防へリ、救急車

等 ｼ刈 での忠者の Ａ Ｑｾ 悦必要な処世 ⑤ 広域搬送拠点 ｼ 臨

H寺医療施設における忠者安定化処位、織送トリアー

ジ等⑤広域医療搬送での航空機内での! よi者の除視・

必要な処世ーを任務とする「機動性を持ったトレー

ニングを受けた医療チームj 。

し、大きさや荷重に余絡を持たせておくとと

が望ましい。

陸路の搬送も想定し、周囲の幹線道路網の

状況の把纏と、敷地内への導入路についても

複数のルートを想定しておく 。

3) トリアージ 救諮を求めて詰めかける

人々をすべて院内に受け入れると、 診療の混

乱を招き 、命を救 うべき重疲患者に適切な診

療を行うことができなくなるため、屋外でト

リアージ( J i ! . ' t 者選別) を行う 。

屋外で、も屋根がかか った災害テラスや、テ

ント設営場所が、十分なスペースとともに確

保されなければならない。また、全国から応

援隊が来たときの、モービル診療車などの設

営場所も 確保する 。

電源、給水を確保し、 トイレを設置するだ

けで使える複数のマンホールを設けておくと

良い。

4  ) 緊急診療 エン トランスホールや外来

待合は、緊急診療スペースとして機能するよ

うに、長いすなども利用して、 |続H寺ベッドと

して活用する。患者を診察室に入れるのでは

なく、忠者さんの聞を医療スタッフが動きな

がら診療を行うことになるため、長いすや緊

急ベッドの配置方法を、 よく検討してお く。

重症忠者は救急室での診療や緊急手術が必

要な場合もあるため、それらの機能も綱L統さ

れなければならない。

5) 緊急収容 講堂、会議室、リハビリ室

などは緊急収容場所となることを想定し、医

療ガスや電源を多めに準備しておく 。とくに

クラッシュシンドロームの場合、緊急透析の

必要があるため、透析用の制℃設備が必要で

ある 。

6 ) 入院診療の継続 地震が起きても、入

院診療はそのまま継続されなければならな

い。病棟は通常の入院! 患者だけを収容する方

法と、 4 床室を 6床室とするなど、緊急忠者

の受け入れを行う方法が考えられるが、スペ

ースとスタッフの配置によっていずれの方法

をとるかを、決定しておく必要がある 。一般

的に 急 性 ｊｾｪ 病院であるほど、病棟での緊 急慰

者の受け入れは困難と見なされる 。

入院忠者だけではないが、食事の供給も重

要である。地震直後の炊き 出 しはもとより、

特別食を要する場合の対処方法をよく検討し



図 1 災害時の診療機能

4 床室は 6 床室、 1 床室は 2 床室

として使用

緊急輸送に対応する

屋上ヘリポート

クラッシユシンドローム

[問I
シートを張るだけで

半屋内の救護スペース。

モービル CT 車など

車高の高い車も入庫可能

会議室議室などに

医療ガス配管を装備し、

臨時病床に転換する

受水4曹には、給水車

受入口を設ける

災害派遣

スタッフもまた被災者。

医療配管、給排水、電気の

疲れた体と心を休める静かな

当直室

取出口を設置。 屋外設置機器はアンカーボルト、 ガス オイルを燃料とした

トイレを置くだけで 耐震ストツノ Tーを設ける コージェネレーシヨンシステムによる 地下ピットは水僧として利用 4 床室を6床室に

使用できるマンホール 自家発電

ておく必要がある 。

7) 人の確保 緊急診療が長時間に及ぶと

スタッフの陥保が次第に灘しくなってくる。

スタッフの心と身体を休息させるためのス ペ

ースを確保しておく 。全国から集まった応援

スタップの控え室も確保しておく 。

8  ) 物資の確保 備蓄倉} i j i の設置は、緊急

診療体制を考慮し、物資を必要とする場所の

最寄りの場所に分散配置する。 あるべき場所

に必要とするものがあることで、迅速性が日

まる。

- 設備の耐震性 ・安全性の確保

災害時において病院機能を十分に確保でき

る施設が必要であり、特にi l l : 型機器は免混梢

造の担体上に計画し、同時に 1次災害、 2 次

災害双方に耐えうる計画とする。

1  ) インフラ引き込み 唱力、都市ガス、

給排水、情報等のインフラ引き込みについて

は、各種配管が建物と周辺地般の間で、引 っ

張り、圧縮応力及びせん断) J を受けるため、

応力を吸収する免震継ぎ手を設置する。

写真 1 免震層設備配管

2 ) 燃料の備蓄 エネルギーを確保するた

め、電気、ガス、活|のベストミ ックスとし、

災害直後も機能が確保できるように、各燃料

は安全な場所に十分な市 ｴｾ 性能を持たせて備

蓄する。官iii 蓄量はエネルギー供給の再開まで

に要する ｊｾ ｬ 問 、または補給が可能となるまで

の期間を想定し、 72時間を目安とする。

また、熱i!京機器のバーナーを油・ガス切り

替えバーナーとすることにより、 ilt lの変質対

策とする 。

3  ) 水の確保 給水機能の確保については、

給水方式を飲用水、雑用水それぞれ、受水槽

+ 高架水附方式とする 。ぶ源として、飲用水

は上水、 ｾ｜ ＨＨ ｊ ｦＺｉ水は井水及び雨水の再利用水と

する。 また、水槽は 2槽式とし、使用配管; 材

料については、クロスコネクション防止のた

め使い分けを行う 。

備蓄*1訟は、必要とされる最低限の飲用水、

雑用水の 3 日分を確保する。 また災害時の! 波

断漏水に備え、水槽に緊急遮断弁を設置する 。

排水機能の確保については、病院特有の特

殊排水処出装置の町眼機能を高め、配管 lこ耐

震振れ止めを設けるなど万全の対策を行う 。

下水道が断絶した場合に備え、建物の地下

4) 医療ガスの確保 医療ガス機能の確保

については、機械本体及び配管の耐震性能を

高める 。災害時の忠者受け入れ場所である前

堂、会議室、外来ホールなどにアウ トレ ッ ト

を配置する 。

5) 電気の確保 電力受電は本線 ・予備 線

の 2 回線引き込みとし、商用電力途絶時には、

重 要 負 荷 は 自 家 発 電 機、 交 流無 停 電 装 置

( UPS)、直流電源装置によるパックアップ

電源設備で供給する 。

また、自家発電機721時間分の燃料を備蓄す

る。災害H寺、収容忠、者の応急対策として、51t

堂、会議室、外来ホール等に電源盤を配置す

る。

保安系重要負荷は、 一般系 ( AC) と保安

系 ( GC) を低圧連絡母線で接続することで、

常に電源を隙保し、供給の安全性と信頼性を

高める。

6 ) 通信 ・情報の確保 公衆通信連絡網の

途絶対策としては、メタルケーブル、光ケー

ブル等複数ケーブルの引き込みとする。

ピッ トを利用 して、排水の一 時! 狩留タン クを ・さいごに

設けることも有効である。 災害時の両む主性、安全性の確保は、病院に

写真 2 免震層のRI 処理槽まわり

おける必須事項であるが、同時に、病院の設

備 システムに要求さ れる省エネルギー、地球

環境への自由也、利便性 - 快適性の追求、更 新

性・メンテナビリティーの確保などの諜題に

対しでも、バランスの良いシステム構築が必

要である 。 これらの機能が、コス トの面から

も十分に検証された設計が求められる。

( まるやま しげよし

妹式会社内放処築事務所設31'f'if) J量uiH担当部長
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情報通信ビル

中西和也

20 建築と社会 ・2∞8.6

サービスの公共性・公益性が求められる情

報通信ビルでは、サービス停止による社会的

影響が大きく、地震被害を受けたときの収容

機器等の再建費や収入損失が高額となること

から、企業としての地震リスクも 一般の事務

所ビルに比べて非常に大きくなる 。そのため

に、以下のような対応が求められている 。

- 地震への対応

地震から建物被害を防ぐためには、敷地と

して、活断層や液状化地盤、軟弱地盤、傾斜地

を避けるといった基本的なことが挙げられ

る。最近では地震l侍の激しい揺れを上部建物

に伝わりにくくするため、免震椛造の採用事

例も増えてきている。設備ダクトや配管 ・配

線なども免震の可動に追随する必要があり、

種々の免震継手が開発されている。

図 1 免震フレキシブル配管

. 情報通信機器

最近では高性能 3次元振動実験システムを

活用し、情報通信ビ

ル等に収容する機器

の両捜性能評価を行

っている 。従来の補

強金物で地震力に抵

抗し、 地震時の機器

の移動 ・ 車 ｾ ｊ を防止

する架台工法や平鋼

支柱工法から、f I j リ混

や免震を取り入れた

信頼性が高い免震十

や免震床などの工法

の採用も増えてきた。

- 津波への対応

図 2 19インチラ ック

振動実験

図3 免震台

常波に 対しては、高 ￬ｩｾｬ ｊ . 津波に関する国土

交通省、地方自治体で想定した水位や過去の

履歴、防潮堤などの現状と計画などについて

調査を行い、水防対策を行うこととなる 。

防御方法としては、水防板、水防扉などの

図4 水防対策

水防設備類を設置して防御する直接防御と、

建物のかさ上げや重要施設類の上階設置など

の予防防御に分けられる。直接防御には敷地

防御、建物防御、重要室防御がある 。これら

は配置、平面計画、断面計画や将来計画を勘

案して、採用することとなる。

特に情報通信機器室はもとより、電気室や

エン ジン室などの重要諸室は、水|妨ラインよ

り上階に設置するととを基本とし、地階また

は l 階に設置される場合には、浸水に対して

万全を期する必要がある。

- 各インフラの対応

・電力

大規模災害が発生した場合には、現代社会

のインフラとしての情報通信への期待が高ま

る。そのため、情報インフラの維持等に必要

な電源設備そのものの市J震対策に加えて、大

規模災害時に想定される広範囲な長時間停電

への対策を考慮する必要がある 。

( 1 ) 受変電設備地震発生H寺の信頼性向上

の観点に限れば、電力会社の変電所から同一

系統で受電するのではなく、異なる変電所か

ら複数系統で受電する対策が有効である。

複数送電線からの受電には、 ①本線事故時

lこ一時停電を経て予備線に切り替える「本

線 ・予俄線方式J ①通常 3 回線の22kV配電

線で受電し、各回線に設置された変圧ー慌を介

して連系することで無停電化できる「スポッ

トネットワー夕方式j ①近隣の複数ビルとと

もに現状配電線に接続して常時 2 回線で受屯

する「ループ方式j があり、適宜これらから

選択することになる。本線予備線方式を採用

する場合、本線側は他需要家の景縛を受けな

L 呼言頗性の高い専用線とすることが望ましい。

機器故障時に自動切り替えで4信電を継続す

るととや、短い停電時間で取り替えを行える

ように、 トランスを二重化することが必要で、

ある 。同様に、 2次側高圧母線お よび各受変

電設備への高圧幹線は、電源の信頼性 ・保守



本線予備線方式

(異変電所)

3 回線スポット

ネットワーク方式

図5 受電方式

性を高めるために二重化する ことが望ましい。

(2) 発電機設備 地震などで想定さ れる長

H寺聞の商用停電に対しては、 一般的にはディ

ーゼルエンジンやタービンなどの非常用発電

機で電源供給を行うこととなる 。基本的には、

断水時でも冷却水の必要がなく、運転可能な

ガスタービン発電機を設置する。 また、エン

ジンの起動失敗や故障に備えて発電機を複数

台設置する場合もある。 その際にも電源品質

( 電圧変動や波形の歪み) についても高品質

が要求され、整流器負荷などによる高調波障

害に対しても十分な電源容量を有するように

計画する必要がある 。

また、発電機へ l 日~数日分の燃料を供給

できる油タンクの設置を行う 。地震時におけ

る油配管の損傷を考慮、し、油配管を 2 系統化

したり、機器への接続音1I及び建物導入箇所は

フレキシブル配管とするなどの対策を行う 。

長時間にわたる停電や非常用発電機の燃料

切れに対しては、移動電源車や可搬型発電機

の使用などを考慮する 。

(3)  UP S  (無停電電源) 設備 商用電源

系統の不測の事故や故障、非常用発電機など

が立ち上がるまでの数分間の短時間停電時の

パックアップ電源として、蓄電池と組み合わ

せた直流電源装置やUP S ( 無停電電源装置)

を設置し、情報通信機器等への安定した電源

の供給が必要となる 。

安定した交流電源を供給する無停電電源装

置は、故障等に備 え冗長性を持った回路構成

が必須条件となっている。UP Sは負荷に対

して l 台分の予備容量を持つことにより、変

換装置等が故障しでも当該UP Sのみ遮断さ

れ、商用電源に 切り 替え ることなく UP S電

源給電を調主主売できる方式とする 。

・通信

通信インフラについては、同一電話局から

2 ルートの引き込みを行う異系と、 電話局を

異局化( 局をかえる) 異系 (同一局)

@  

⑦ @  

A局

1重II
九昌一t - iー_ j L ーι 」

① ②  

図 6 通信インフラの引き込み方式

違えて 2 ルートの引き込みを行う異局がある

が、後者の方はコスト負担が大きいため、ほ

とんど採用されていないのが現状である。

大災害時の通信手段として携帯電話が重要

視されているが、 一斉に通話状態( 通話の稿

il 婆) となり通信できなくなるため、衛星携帯

電話を非常用として用意する場合もある。

. 上下水道

情報通信ビルの場合は無人 ビルも多いた

め、給水に対する考え方はケースパイケース

である 。通常は受水槽までを必要な機能維持

性能として設定し、 受水槽に緊急遮断弁や直

付-，t の水栓を取り付けるなどの対策が多い。

防災拠点となるビルの場合には、 トイレな

どの洗浄水利用のために雨水利用や井水利用

で、非常用水の確保を行うことが多い。また、

下水道管の破損を考慮、して、 一部のトイレの

洗浄水は排水槽を利用する計画にすることが

必要である 。

. 空調設備

空調設備の 岡 、 ｊ ￭ｾ 基準 は、通信機器と同程度

とすることが必要である 。情報通信機器室や

電気室などの重要室の空調設備は、発電機負

荷として停電時でも空調が可能となるよう計

画し、エ ンジンから送電されるまでの聞に情

報通信機器室の品目支が許容温度内に収まるか

を検討することも必要となる 。

また、空調機器には停電復電後に自 I新 星帰

できる機能を持たせることも重要である。

- 耐震設計のポイン卜

・設計計画上の留意事項

ターボ冷凍機、予備エ ンジン、大形ポンプ

のような重量回転機器は、可能な限り高層ビ

ルの 中間階や上層階に設置することを避け

る。止むを得ず高層階に設置する場合は、単

なる |妨振性だけでなく耐震性をも十分考慮し

た防振基礎上に設置する。

. 機器類の据え付け工法

(1) 剛構造の建物内に設置する機器類につ

いては可能な限り、また柔構造の建物内のも

のでも水槽、変圧器、配電盤など振動 ・騒音

を発しない機器は、アンカーボル トによりコ

ンク リート 床または壁に完全に固定する 。

(2) 天井から 吊り下げる タンクや機器につ

いては、 タンク等のベースを天井から丸棒な

どで吊 り下げる方法ではなく、 十分にブレー

ス( すじかL、) を入れた形鋼の架内に納める

か、または壁 ・柱などに固定するかして、機

器類が自由に振動することのないようする 。

(3) 防振を必要とする機器のベースには、

防振材による過大な移動及ひ滑りを防止する

ストッパーを取り付ける。

・配管・風道工法

(1) 建物のエクスパンション ・ジョ イン卜

部を横切る配管や、建物外周の土中から建物

内に引き込まれる給排水管、ガス管、 油管な

どは、 地震時に建物相互あるいは建物と周囲

地盤の相対変位により配管が切断する おそれ

があるので、 フレキシブル ・ジョ イン トやボ

ール ・ジョイン 卜等を介して配管を接続する。

(2) 建物構造体 に直接固定できない機器等

との接続配管は、機器と主管固定箇所の聞に

管径の Ｑｏ ｾＲＰ 倍くらいの自 由長をとるか、

あるいはフ レキ シブル・ ジョ イ ン ト、ボー

ル ・ジョイント等を介して主管と機器の振動

による変位差を吸収するよう にする 。

(3) 風道についても、振動性状が著しく異

なる部分については、フレキシブルダク トを

挿入して接続する。

・配線工法

建物のエクスパション ・ジョイン 卜部を横

切る配管は、地震時に建物相互の相対変位に

より配管が変形もしくは切断するおそれがあ

るので、第 2種可 とう電線管等を使用する 。

- おわりに

最近は、企業を取り巻くリスク全般に対す

るB C P ( 事業継続計画) が求めら れている 。

地震対策を含めた、災害全般に対するリスク

マネージメン 卜が要求 されており、今後ます

ますB C Pへの関心が高まるであろう 。

( なかにし か ず や 株 式 会 社N丁 目 シリティーズ)

関西事業本部建築事業部環境設備設計室総括室長
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設備施工における地震対策の

選定ポイントとその事例

電気設備

井手洋一

22 建築と社会 ・2∞8.6

- 施工上の基本的な留意事項

( 1  ) 電気設備機器の耐震性

電気設備の分野においては、「建築電気設

備の耐震設計 ・施工マニ ュア j り な ど が作成

され、新聞探設計法以後、多くの耐震性能を

持つ機器や材料、さらには両擦を考慮、した施

工法が開発され、採用されている 。一般の電

気設備機器類の耐震' 性能は、大地震後に修理

を行うことなく運転を再開できれば良いとさ

れており、( 社) 日本配電盤工業会や( 社)

日本電機工業会、( 社) 日本照明器具工業ー会

などの各種団体が定めている規格や( 社) 日

本工業規絡 (J I S) などに準拠して製作され

ているが、大半の機器類は公的基準が定めら

れていない。

各メーカーとも、過去の地震による損傷状

況により判断し、現状では大きな問題がない

ことを評価 しており、 一部メーカーにおいて

①配管・配線は、建築物と共振しないよう

にする。

⑤剛性であると考えられる配管等は、建物

の最大層間変位に耐え得ること 。

⑦可とう性があると考えられる配線は予想

される変位に対して十分な余長を有するこ

と。 ( 層聞やEXP. J . 等)

①支持材料は十分なせん断力及び引張応力

を有するものである乙と 。

①大規模の国首謀( 集合体の配線) は、建築

物の梢造休に直接支持する 。

( 3  ) 耐震支持の種類

耐震支持方法は、その強度によってSA種、

A種、 B種に分けられており、耐震クラスや

建物内での位置によって決まる。

. SA種耐震支持

地震力により支持材に作用する 引張力、圧

縮力、 曲げモーメン 卜にそれぞれ対応した部

材を選定して柿成する。 ( 形鋼等辺山形鋼、

は、製品の開発段階や受注H寺の要件に基づい みぞ形鋼など)

て、社内での実証実験を実施している 。 支持材に加わる水平荷重は、市協支持材間

電気設備機器の耐g震性能はむしろ据え付け 重量の1. 0倍( 設計用楳準震度Ks=1. 0)

る基縫や、固定 振れ止め用製作アングル ｉｾ .A種耐震支持

方法によって決 ¥d1- SA種と同じ作用をする部材で構成する 。

まるといえる 0 ・ 1  H  7  支持材に加わる水平荷重は、市限支持材開

基礎や支持 - 固 I  I  I  重量の0.6倍( 設計用標準震度Ks= 0.6)

定については、 I  I  I  ・B種耐震支持

( 社) 日本建築セ

ンタ一発行「建

築設備冊、!震設計

施工指針J に )  図 1 盤の転倒防止例

詳しく定められているので、本編では記述を

省くが、 図 1 に般の転倒防止例を示す。

( 2  ) 配線路の耐震施工

下記事項は配管、 配線、ケーブル ラックや

ダク トな どの配線路の称I震施工に共通してい

るので、工事計画H寺から十分に考慮すること 。

①配管を建築構造体に埋め込む場合は、十

分な耐震性を有しているといえる。

①地震時に他か ら影響を受けると思われる

配管 - 配線経路は避ける 。

①地震時の挙動により、 他に影響を及ぼさ

ないこと 。

@配管等は、建築物に堅固に支持する。支

持方法の選定にあた っては、 剛性の均一化を

こころがける。

地震力により支持材に作用する 圧縮力を、

自重による引張力と相殺さ せることにより、

吊り材 、振止斜材を引張材( 吊りボル ト、フ

ラットパーなど) のみで構成する 。

支持材に加わる水平荷重は、日i協支持材間

重量の0.6倍( 設計用標準震度Ks= 0.6) 。

¥ f f  f f  f f  f f  f f  f f ¥ 

タ ン バックル

1以上

寸2(斜 材 取 付 開

図2 SA種、 A種耐震支持

1以上

勺2(斜材取付角度)

図 3 B種耐震支持



図 2 、 3 に、同捜支持の種類による配管支 ルの樹] . 配線量、ケーブルラ ックや配管な ①天井梢造自体の強度の向上をはかる 。

①器具自体に、落下防止ワイヤーを取り付

ける。

持の違いがわかる例を示す。 どによって異なるが、大別 して図 4 、5 、6 、

- 免震部におけるケーブル敷設

近年多く採用 されてい る免震構造の建築物

において、免震層などを通過する電線 ・ケー

ブルへの要求事項を以下に示す。

①地震時の水平変位に追従して、すべての

条件下で、電線 ・ケーフソレが最小曲げ半径以

下にならないこと 。

①電線 ・ケーブj レに、いかなる場合にも許

容張力以上の無理な張力が働かないこと。

①平常時( 地震l時以外) に、電線 ・ケ ーブ

ルの各種特' 性を満足することができること 。

また免震部のケーブル敷設方法は、ケ ーブ

配管またはラック 配管またはラック

図4 平面ケーブル法の概念図 (立面)

明ケ;Jレノ

図5 立函ループ法の概念図 (立面)

配管またはラック

図6 立面スネーク j去の概念図( 立函)

多条可とう牲ケーブル

図7 可と う配線接続j去の概念図( 立面)

300 

図8 ループ板使用時のイメージ図

7 、 8 に示す。

免震層に配管やボックス、ケーブルラ ック

などを敷設する場合、 構造体の変位量を事前

に確認し、その変位分の十分なクリアランス

をU在保 しなければならないが、時々このクリ

アランスが確保されておらず、手直し工事を

しなければならない場合があるので、施工者

は特に注意することが必要である。

- 照明設備の耐震施工

照明設備は、照明器具本体の地震に対して

の安全性に加え、その取り 付け方法も適切に

行われていることが要求される。

(  ， ) 埋込み ダウンライ ト

①システム天井器具であっても、スラブか

ら綱11手の吊りボル トまたはワイヤ一等で固定

する。

①T パーに器具を乗せるとき、上方向に対

する応力を強化するための止め金具を取り 付

ける。

( 4 ) 吊り下げ照明器具

①パイプ吊り及びチェーン吊り 金具に、外

れ防止の改良処置が必要である 。

①パイプ吊りやチェーン吊りを行わず、レ

ースウェ イ等を利用 して、これに直付け器具

を取り 付ける。 ( この場合レースウェイ本体

にも振れ止めが必要となる)

①器具の重量が大きい場合 ( 3 kg超過) は、 ①吊り 具の長さが 1 mを超える場合は、ワ

スラブから吊 ぷ グ d グ d グ d グ イヤ一等で振れ止め処置を行う 。

りボルトで吊

り下げる( 図

9 ) 。

ｾ ｬｬ ｷｆ＠

¥ 

①吹 き抜け部に設ける長尺のシャンデリア

やコードペンダン卜等は、周囲との衝突を防

止する ために、振れ止め を設ける 。

① シャンデリアの飾り物は、お互いに絡ま

ないように、複雑なものはつなぎ止め等の処

置をする 。

( 5  ) 屋外灯

①i * 具が大JIヲの場合は、基礎の強度計算を

行い、その強度を 卜分満足する基礎とする 。

図 9 埋込み

ダウンライ ト

の施工例
器具の重置が3kg超過の場合の例 ①基礎はできる 限り根入れを深くし、鉄筋

①重量が小さい器具( l .5kg超過) でも、

脱落防止金具また は脱落防止チェーン等で天

井下地金物に固定する 。

①重量のある器具は、天井止め金具の強度

を入れ、アンカーボルトは欽筋と溶接する。

①腐食防止処置などを施し、1 : 1常保守点検

を十分に行う 。

を検討して補強する。 . おわりに

①天井ボード開口の加工に際しては、ボー

ド両面の補強紙を損傷しないように適切な工

具を用いて閉口する 。

⑤別置き形の安定器が必要な場合は、 2本以

上のボルトで天井下地宝物に堅固に固定する。

( 2  ) 埋込み形蛍光灯器具

①器具は、スラブから吊りボルトを用L 、て

確実に吊る 。

①埋込み本体の天井下地金物からの支持を

考慮する。

①器具と天井のなじみを良くするために、

器具で天井を持ち上げるような施工はしない。

( 3  ) シス テム天井用蛍光灯器具

電気設備は建築機能にとって生命線ともい

え、建物用途によ っては地震後もその機能を

維持することが要求される 。当該建物の特性

を把握し、機器 - 材料の選定や施工要領など

を事前に十分に検討した上で、施工にあたっ

ていただきたい。

参考文献
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24  建築と社会 ・2∞8.6

- 阪神・淡路大地震に学ぶこと

近未来的には、近畿地方から四団地方にか

けて、南海地震 ・東南海地震が2030年まで

に発生する確率が高いとされ、すでに発生す

る地震の規模や被害に関する想定が実施され

ている( 中央防災会議) 。 これによると、人

口の集中する京阪神地域では震度 5弱から 5

強の地震が発生するとされている。当面はこ

の南海地震・東南海地震に向けて備えをする

ことが、地震対策の重要課題である。

設備施工という 側面から地震対策を考える

と、建物が耐震建築あるいは免震建築である

とにかかわらず、日本建築センターの「建築

設備耐震設計 ・施工指針J (以下 「指針j と

略記) にしたがって、想定される 地盤入力に

応じた必要な耐震施工を行うことに尽きる

が、本稿では、阪神・ 淡路大地震で大きな被

害をもたらした事例を参考に、施工の重要ポ

イントを記述する 。

阪事l' . 淡路大地震により建築設備が受けた

被害のうち、復旧の大きな障害となった事象

は以下のとおりである。

①重量機器のアンカーボルトせん断 ・抜け出

しによる移動、およびこれに伴う電源・熱源

など主要装置の]1¥珂到・破壊

②電力・上下水道 ・ガス等の引き込み設備の

破壊

- 阪神・淡路大地震の被害状況かう考えた

施工上の重要なポイント

設備の致命的な破' 壊を免れ復旧を容易とす

る観点から、阪神 ・淡路大震災で得られた施

工上の重要ポイン卜は以下のとおりである 。

(1  ) アンカーボルトの抜け防止 (図 1 )  

耐震上最重要とすべきは、主要設備機器を

建物の桝造体に堅固に固定することである 。

これにより機器の大破は免れ、機器の移動に

よる巻き添え破

損がなくなるも

のと考える 。

具体的には、

「指針」にした

がって選定した

図2 基礎構造体のアンカー

ンク リー 卜の構造体に一体化できる方法で固

定することである( 図 2 ) 。鉄骨に固定する

場合は、鉄骨製造者が溶接により取り付，( ; た

プレートなどに固定する。

上記の場合、機械側のアンカ一位置と基礎

に埋め込まれたアンカーの位置決めが困難で

あるが、所期の耐力を確保するためには、定

規金物などを用いて構造体と一体化する必要

がある 。以下のような、①ボイド穴にモルタ

ル充填で埋め込まれたアンカー②メカニカル

アンカーでは、アンカーの耐力を期f守するこ

とはできない。

樹脂アンカーボルトを用いる場合は、アン

カー穴の清掃を十分に行う必要がある 。

また小型のアンカーでは、 図 3 のような円

錐面に発生するせん断力をコンクリー卜が負

担することで、外力に対抗している。 このた

め、必要な長さのアンカーが施工されていて

も、 図 4 のように円錐面が不足する場合や重

複する場合に、アンカーの破壊が目立つた。

凸オァ
引きt左き力を負担する

円錐形せん断面

図3 引き抜き力を負担する円錐

蹴等神

アンカーが援近し 僑造体の縁に近す

すぎて平渉 ぎる場合

図4 引き抜き力を負担する円錐の干渉等

具体的には、設備機器のアンカーが施工さ

れる基礎の大きさやアンカーの長さ ・間隔を

適正に施工する必要がある 。

(2) アンカーボルトのせん断防止

重量のある機器類のアンカ ーがせん断 し、

機器が移動して基礎から脱落するなどの事例

も多く見られた。

図1 地震で引き抜かれた

アンカーボル ト アンカーボルトのせん断は、「指金十」に し

アンカー を、直接鉄筋コ たがって必要なボルト断面積を確保すれば防



(3) 立配管の重量支持

止することがで

きる 。阪神 ・淡路

大地震では、想

定外の大きな地

震力が作用した

可能性が高い。

図5 アンカ ーボル

トのせん断

水配管の場合、立管の最頂部か最下部で重

量支持を設けるととが多いが、管内の水の重

量は最下部でしか負担することができない。

特に熱{I jl縮継手のある空調立管最下部には、

管・水の重量のほか水圧による下方に作用す

る力、場合により烈刊申縮継手による反力が下

方へ作用している 。

地震H寺には配管と水の重量が鉛直の地震力

を受けるため、立管は下方ヘ大きな力を受け

ることになり、立管下部の支持部が破損し、

立管が下方にずれた事例が多く見られた。乙

のことは設備の復旧を著しく遅らせる原因と

なる 。水配管の最下部は、通称「ロケット」

と呼ばれる重量支持方法を採用する。 U バン

ドは地震時の力を負担するととはできない。

(4) その他の留意事項

阪神 ・淡路大地震の直後に痛感させられた

事項を、以下に列挙する 。

(a) 以下の基幹設備を、建物の構造体から直

接支持・固定する 。

①電力引き込みケーブル ・構内電力幹線 - 非

常用電力幹線

①給水設備の揚水管 ・給水主管

①ガス主管 ・ヲ|き込み管

できればこれらのケーブル ・配管を建物の

下に敷設しないことが望ましい。やむを得な

L、場合は、配管用の トレンチを設けることに

より、復旧が容易となる。

(b) 以下のような、通常市;j震固定を行わない

機器類を固定する。

図6 重要な実験施設の移動

①中央監視卓、事業に使用する重要なコンピ

ュータ一類( 図 6 )

①厨房機器

- 建物のエキスパンション部の対策

阪神 ・淡路大地震では、狭陥な建物のエキ

スパンション部を通過する配管類が、地震i待

相互に干渉して11皮壊した事例がしばしば見ら

れた。

エキスパンション部を通過する配管類は、

a 管に相当するものが多いため、被害が大き

くなりやすい。

エキスパンション部がある建物は、渡り廊

下等を除けば、かなりの規模の建物であろう

と考えられる 。とのような大規模建物では、

エキスパンション部にできるだけ電線・ケー

ブル・配管類を通さないことが信頼性を縫保

する上で重要である 。

一例として、エキスパンション部で分かれ

る建物の電力やスプリンクラーを別系統とす

る乙とにより、エキスパンション部を通過す

る電線・配管類をなくすることができる。ど

うしても必要な連絡は特定の階で設けるよう

にすれば、後々の維持管理も容易となる。

フレキシブル継手等により、エキスパンシ

ョン部の様々な変位( 変位量 ・速度) をあら

ゆる場合に完全に吸収することは困難で、ある

と筆者は考える 。

- 使えなくなると本当に困る設備の対策

インフラが途絶していない状態を想定し、

その機能が失われると本当に困る設備につい

て、被害を最小限に食い止め、かつ復旧を速

やかにするための対策を施すことも重要であ

る。これは建物の持ち主 ・事業主が主体とな

って検討すべき事項で、はあるが、対策を考え

るに当たっては、建築設備の技術が必要で、あ

る。以下の ような設備については、ごのよう

な対策・が必要で、あろう 。

①事業を継続する上で、重要なサーバーを設置

した部屋の冷房設備

①冷蔵倉庫など水冷式設備の水源

これらに対しては、耐震施工の重要性に加

えて、障害発生時の対応に関する運用ソフト

面の整備( 緊急連絡先 ・応急処置の方法等)

がさらに重要と考えられる。

- 免震建物における施工

(1) 免震クリアランスの確保

免震建物では、免震ピット内の免震クリア

ランスを確保する乙とが重要で、ある。設備の

施工を担当するものは、設言|条件を 卜分に確

認して、図面の段階および施工後の確認を慎

重に実施する必要がある 。 3次元レベルでの

干渉チェックを求められ、簡単そうに思われ

る図面上のクリアランス確保が意外と難しい

ことがある。上下に重なった他業種の設備や、

壁に取り付けたブラケットなど図面に現れて

こないものの確認が難しいからである 。 した

がって、施工の要所で現地現物の確認が欠か

せない。施工が進み過ぎると手直しに多大な

労力( 費用) を要することがある。

(2) 免震層を通過する種々の配管・配線

免震建物の完成後も、警備保障や通信の配

線・重要室のエアコン冷媒配管が免震層を通

過することが多いようであるが、これらの配

線は建物所有者・事業主にとって重要で、ある

にもかかわらず、しばしば余長なしで配線さ

れている。免震建物完成後の免震層を通過す

る諸設備の管理は、大変重要であると思われ

る。大きな地震が来たときには、余震の危険

性から、しばらく免震ピット内には立ち入る

ことができないはずであり、この部分で生じ

た故障は、復旧の困難性から、大きな障害と

なることが予想されるからである 。

- おわりに

地震に対応するための施工については、そ

の方法 - 施工要領などが、「指針」をはじめ

とする多くの文献に尽くされているため、こ

こでは、阪神 ・淡路大地震の貴重なt邑験を生

かすことを主眼として記述した。なかには実

施困難な事項も含まれているが、実際に被害

の現状を目の当たりにした技術者たちがその

とき感じたことを、改めて記述した。

参考文献

・建築設備耐震設計・施工指針 2005年版、( 社) 日本

建築センター

・地震災害と建築設備の被害( 空気調和衛生工学、

2003年、大久保泰和、金高和人)

・建築設備の耐震設計施工法 (1997年) 空気調和術

生工学会編

( おおくぼやす付社団法人空気調和 他 工学 l

会施工保全委員会委民、竹中工務J;5設備部 l
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設備配管等地震対策

材料の選定ポイントと

その使い方

配管、ダクト

冷媒配管

ガス用免震配管

煙突用免震継手

26 建築と社会 ・2∞8.6

設備配管、ダクト

トーゼン産業株式会社

市オ震継手は、目的別に 4 種に分類される。

1  ) 主に地震による急激、かつ大きな変位

を吸収する継手( 地震対応継手)

2  ) 主に地盤変動の恐れがある建物導入部

などの沈下を吸収する継手( 可携伸縮継手)

3  ) 主に免震建物と地盤との変位を吸収す

る継手( 免震継手)

4) ポンプ等の機器回り及び水槽回り等に

おける地震に伴う配管の変位、機器の発停に

伴う変位を吸収する継手( 冊、I震 ・防振継手)

ここでは、免震継手のシステムについて記

述する。

免震と は人命の確保、財産の保護、建物の

維持を主目 的とした工法、構造であり、免震

建物としての維持性能は、鉛直荷重支持性能、

水平変形性能、復元性能、減衰性能を有する

こととしている 。その中に設置される設備配

管に必要な性能は、免震建物に依存される変

位追随性能、復元性能、両t簡撃性能と、また

システム維持として耐久性能を有することが

必要である 。

- 免震継手の種類

ホース系では合成ゴム製、テフロン申製、

状はスパイラル式のコルゲーションホースを

採用し、S USブレードで補強している 。使

用可能な流体として合成ゴム製で使用可能な

流体はもちろんのこと、他に使用不可の流体

の中で、油、高圧蒸気、消火等を除くライン

で使用でき、最大で圧力1. 0MPa、温度150

0

C

としている 。耐周年数の目安は10年から 15

年としている 。

メタル製は主に S US製で、ベロー形状は

l ピッチタイプとオメガタイプである。また、

日本水道協会認証登録品、日本消防設備安全

センター型式認定品がある 。使用可能な流体

はS US対応不可薬液を除くラインで、最大

で、圧力2. 7MPa、温度3 WCとしている。耐周

年数の目安は15年から 20年としている。

{II 'I締型ボールジョ イン 卜、ボールジョイン

トの本体材質は主に鋳鋼、鍛鋼、ステンレス

で、ある 。ガスケットはテフロン申G、0 リンクー

タイプではNBR、/ ¥イ トンを使; 用している 。

使用流体として排水系、給湯、医療ガス、冷

媒等を除くラインに使用でき、最大で圧力

2.0MPa、温度26O"c としている 。耐周年数の

目安は15年から 20年としているが、ガスケ

ット、 O リングは 5 年程度の間隔で開放点検

が必要である 。

特殊繊維製は一般空調用、排煙用、煙道・

煙突用に分類され、主に一般空調用は両塩ピ

コーティングガラスクロス、 排処用は片面ア

ルミ箔貼ガラスクロス 2 P LY 、煙道 ・煙突

メタル製がある 。また、摺動系の伸縮型ボー は特殊二重構造として L 唱 。

j レジョ イント、ボ- ) レジョイント、ジャノ Tラ

系では特殊司裁維製がある 。

合成ゴムとして、主に E P D M (SK10 ・

SK15) 製と C R製とがあり、 SK10製には日

本水道協会認証登録品がある 。またS K15は、

SK10よりグレードア ップしたゴムキオで¥資

機材基準をク リアするゴム材である 。S Kシ

リーズは耐す思索、耐オゾン性能を強化 した開

発ゴム材である 。これらのコe ム材を流体、圧

力、温度、システムに合わせた形状、仕様と

なっている 。使用可能な流体として給湯、油、

高温水、高温排水、蒸気、ゴム対応不可薬? 夜、

超純水、消火等を除くラインで、最大で圧力

1. 0MPa、温度70

0

C としている。耐用年数の

目安は10年から 15年としている。

テフロン@製は主にP T F E製で、ホース形

- 免震継手システムの種類

・cシステム (図， )  

構成は免震ステージまたはプレー ト、免震

コントローラ、免震継手、エルボ管を組み合

わせたシステムである。 2 本の免震継手をL

字に組み、エルボ管を下部より支持する仕組

みになる。免震コントローラはキャスター支

持で摩擦抵抗を少なくすることで自由に免震

ステージまたはプレー ト上でスライドさせ、

変位を l吸収させる。このシステムはコン トロ



ーラの大きさを設定することで複数本の共有

( 同素材の免震継子) が可能であり、現場の

状況に合わせて製作が可能で、ある 。留意点と

して倣入口の確認、搬入ルー トの確認が必要

になる。本システムは最も基本的なシステム

であり、性能製、耐久性に(長れ、配管に無理

なく 地震に よる揺れを吸収する。免震継手は

合成 ゴム製、テフロ ン申製、メタル製が対応、

可能で、流体に合わせた選定ができる。

. Hシステム (図 2)  

システム

構成は コン

トロー j レサ

スペンショ

ン、免震継 図 2

手、エルボ管を組み合わせたシステムである 。

2本の免震継手をL 字に組み、エルボ管' を上

部より支持する仕組みになる。コントロ ール

サスペンションはJjJ lm型のロングス トローク

のコイルを採用しており、地震時の変位が生

じてもスムーズに l吸収できる。取り付け金具

としてはレベルによって、縦取り 付けタイプ、

横取り付けタイプがあり、現場の配管レベル

に合わせて選定が可能である 。また、コント

ロールサスペンションの数、配管受け架台を

セッ トすることにより 、複数本の共有( 同素

材の免震継子) が可能で、ある。留意点はl吸収

する |祭、多少三次元の動きが生じるため、自

然流下において勾配を十分に取る必要があ

る。また、加圧流体の場合、免震継手の面聞

に対し 2 から 5 %程度の伸びを考慮、し、支持

点を取る必要がある。コン トロールサス ペン

ションに採用されているコイルは、引きばね

と速い、圧縮ばねのためばね定数が大きく、

大荷重に対応できること、金属疲労によるヘ

タリが少なく、耐久性に優れている。免震継

手は合成ゴム製、テフロン骨製、メタル製が

対応可能で、流体に合わせた選定ができる 0

・vシステム (図 3)  

システム構成は

免T謝鶴子のみ、及

び応力緩和継手と

の組み合わせタイ

プとがある。ひと

組の免震継手シス

けるのみである 。ゴム製の種別 としては高圧

タイプ、低圧タ イプがあり、面聞の長さが異

なる 。ゴム製は摂れ、変位等における復元性

に優れており、応力緩和継手との組み合わせ

が不要で、継手のみの取り付けとなる 。テフ

ロン嘩製の種別としては高圧タイプと低圧タ

イプがあり、継手本体を弓71ヲに圧縮して取り

付ける。高圧タイプは建屋側のみに応力緩和

継手を組み合わせたシステムである。また、

低圧タイプは排水系における範囲で応力緩和

継手は不要である 。メタル製は継手本体を弓

形に圧縮し、上下両端( 建屋側、地盤側) に

応力緩和継手を組み合わせたシステムであ

る。低圧で、小口径においては、この限りでは

ない。とのシステムは配管の縦部に取り付け

るため、省スペースでの施工が可能である 。

留意点として免震ピット内の高さと配管j レー

トの検討が必要である 。免震継手は合成ゴム

製、テフロン@製、メタル製が対応可能で、、

流体に合わせた選定ができる 。

. Fシステム (図 4 )

システム

椛成は免震

継手のみで

ある 。 l 本

の免震継手

を検、斜め

に取り 付け

る。このタ

イプは排水系のみで、常用は無負荷で、ポン

プアップ等の最高使用圧力0.3 MPa以下 に限

定さ れ、常圧のかかるラ インには不可である 。

左右の変位はスムーズに吸収できる。また、

この継手の最大の特徴といえる部分で、車Ih方

向の伸縮l吸収は免震量800mmの場合、 伸びは

有効断面積約40%程度縮小させて l吸収し、縮

みは坐屈させて吸収する 。高性能ゴム使用に

より、この一連の動きを実現した。留意点は

横取り付けの場合、継手部の勾配を大きめに

確保する必要があり、勾配を 1/ 201盟変確保

することが望ましい。取り 付け状況において

はダレ防止金具を取り 付けることで抑えるこ

との組み合わせ

である 。本体を

U字状にして両

端( 建屋側、地

盤側) に応力緩

和] 継手を取り付

けるシステム

で、常圧のかか

るラインのみ使

図 5

用可能である 。免震継手はメタル製のみであ

る。

. Bシステム (図 6)

システム織成は、 伸縮型ボールジョイン 卜

を組み合わせた出世型と、ボールジョイン トを

組み合わせた横型がある。縦型は免震量に合

わせ、中間パイプと両端( 建屋側、地盤側)

に伸縮型ボールジョ イントを組み合わせたシ

ステムである 。また、横型は免震量に合わせ、

単管パイプとボールジョ イントを数台、 L 字

に組み合わせたシステムである 。

.Jシステム (図7 )

構成はサポートスプ

リング、ジャノ Tラを組

み合わせたシステムで

ある 。 l 本の免震継手

を縦( 丸形のみ) 、横( 丸

形 ・角形) に取り 付け

る。取り 付けとしては、

製品自体を圧縮してセ

図7 ッ卜することで、変位

をスムーズに吸収する。縦型取り付けは丸形

のみとし、角形は対角線上の吸収ができない。

無理に取り付けた場合、破損、あるいは他に

影響を及ぼすことになる。 これは、振れ作用

とも 可能である。免震継手はゴム製のみで、 が働 くことによる 。サポートスプリングは引

流体は排水ラインに限定される。 きばねを採用し、変位l吸収を妨げず、かつ、

.uシステム (図 5 ) 減衰効果を高める目的がある。横型取り付け

テムを縦に取り 付 図3 システム構成は、免震継手と応力緩和継手 は丸形・角形で対応できる 。縦型と速い、 fijl
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縮 ・左右に変位することから圧縮量、製作面

聞が大きくなる 。またダレが生じるため、支

持を取る必要がある。使用気休は空調、換気、

排煙、煙道、煙突に至るまですべてに対応で

きる。煙道、煙突の場合、縦型取り付けで、丸

形のみである 。高温が1，熱のため、特殊構造と

なり、本体表面の放熱温度を80

0

C以下に制御

して透過させる設計システムである 。留意点

は、使用条件によって素材、形状が異なるた

め、仕様打ち合わせを密にする必要がある。

耐圧はサイズによるが、 MAX土6000mmAq、

最大風速20m/ 秒、排熱温度600

0

C まで製作

可能である。J システムの耐周年数としては、

向調、換気、排煙は ＱＰ 年 ｾＱＵ 年、煙道、煙

突は約10年とした。理由はニューパージョン

につき納入実績が満たないためであり、実績

は徐々に増iえている。

・応力緩和継手 ( 補足)

応力緩和継手はハウジング型とスイベル型

があり、ガスケッ ト等の関連から、流体等に

合わせて選択される。

- 最後に

これまでに記した免震継手システムの種類

について、流体別システム代表例を表 1 に記

す。 当社の免震継手システムはこ れま で、

1985年評定No.2 より納入し23年になるが、

なかなか製品の経年変化状態を確認するに至

っていないのが実情である。維持管理として

表面的な確認はあるものの、内部状況の分析

確認は費用の面で取り掛かりが困難で、あるこ

とも事実である。寿命を予測する手段として、

経年変化状況を分析することで不具合の予

知、事前対策が可能となる乙とから、維持管

理の強化を推進している 。 ( 文責/ 千葉健男)

表 1

冷媒配管

因幡電機産業株式会社

- 冷媒配管の耐震対策の現状

最近増加しているビルマルチ方式 ( 冷媒配

管方式) は基本的には熱源 ( 室外機) を屋上

に設置する場合が多く、免震部分を冷媒配管

が通過することはまれで、あった。だが、免震

建物の増加に伴い、中間免震方式、既設建物

の免震改修等で、冷媒配管が免震部分を通過

する状況が発生し、冷媒配管における免震継

手が必要となってきている 。

- 冷媒配管の免震継手に求められる性能

冷媒専用の免震継手イナフレ ックス R1 .  

R2は、空調設備用の冷媒配管( 被覆銅管) を

免震層内で接続する場合に使用可能である 。

冷媒配管の特徴として、 4. 3MPaの高圧で、

の使用に耐える必要があり、配管接続をロー

付け仕様にするため、接続部は銅管仕J様で製

品化している 。sus フレキと銅管の異種金

属溶接をしているため、電位差による j腐食・

ピンポールが心配されるが、 sus と銅は電

位が近似しており、実用的に問題はない( ス

テンレス協会資料より) 。これは空調機( 冷

凍機) 機器のコンプレッサーの振動吸収用

sus フレキ で笑用されている技術の応用で

あり、信頼性は高い。

また、 sus フレキの震災時変位l吸収性能

としては繰り返し曲げによる性能試験が一般

的だが、より高い信頼性確認のため、 震災時

の地震波を再現できる 3次元振動台で地震波

V シスァム U システム J システム

C  H  メタ j レ ァアロン F  B  

ン
、ノ てノ

ノ、

ス
γ  

ノ、

ス ウ

ス ス
コ ウ

ス ス イ
ス

縦型 横型
ア ア

イ
イ な ア

ン

アム
ン P ミ

<< 

ム ム << し ム
ン

Jレ
ム

ン j レ
ゲ

ゲ 波書R

j レ

給水、冷水、潟水、冷却水
。。。。。。

×  ×  
。。。

×  ×  

冷潟水
。。。

×  
。。

×  ×  ×  
。。

×  ×  

汚水、雑排水、雨水、通気
。。。

×  ×  
。。。

×  ×  ×  ×  ×  

給湯
。。

×  ×  
。。

×  ×  ×  
。

×  ×  ×  

消火 (l OK、20K)
。。

×  
。。

×  ×  ×  
。。。

×  ×  

油、蒸気、 xH民圧員長官l 。。
×  ×  

。出
×  ×  ×  ×  ×  

。
×  ×  

医療ガス
。。

×  ×  
。※

×  ×  ×  
。。

×  ×  ×  

冷媒ガス
。。

×  ×  
。※

×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  

一般空調、制| 煙 ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  
。。

煙道、煙突 ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  
。

×  
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図 1 イナフレ ックスRl (上)・R2 (下)

地震波加振試験

( 神戸波・エルセン トロ波・東海地震想定波)

による加震試験を行い( 図 1 ) 、漏れ ・破損

のないことが li 江認されていることが望まし

L、。

- 設置場所の選定とその施工方法

イナフレックス R1 ・R2の製品仕様とし

て、免震量は500mm.  600mm .  700mmを基本設

定し、 6.35<t ｾ ＴＴ ＮＴ Ｕ＠ <t までのサイズをラ イ

ンナップしている 。設置方法は垂直 l 本タイ

フ。と水平吊り 2 本タイプの 2種類から選択で

きる 。

免震フレキの選定は、免震建物の免震層の

高さにより決定する( 図 2 ) 。

(  1  ) 免震層の高さ H  1800mm以上の場合

→垂直 l 本タイプ( イナフレックスR1)

(2 ) 免震層の高さ H  1800mm以下の場合

→水平吊り 2本タイプ( イナフレ ックス R2)

施工は配管の途中に設置することになり、

通常の冷媒配管施工と基本的には同様施工が

できるが、フレキによる変位吸収のため、液

管 ・ ガス管を ＲＰＰｭｭｾＳＵＰｭ ｭ 離してフレキを

施工することが必要で、、設置スペースを設計

段階から検討する乙とが望ましい。

コスト 重視で設計する場合は、垂直 l 本タ

イプ( イナフレックス Rl ) が有効で、ある 。



室内機

1. H=1800mm以上の場合→ 1F - R1

室内機

ＱＮｈ］ＱＰＰＰ ｾ ＱＸＰＰ ｭｭ の場合→ ＱｆＭｒＲ

2 免震層の地盤側に障害物等がある場合

図2 イナフレ ックスRl (上) . R2  (下) の

選定基準

また、 sus フレキを使用している関係上、

ガス用免震配管

目立金属株式会社配管機器カンパニー

の架台で取り付け可能。

3  ) 免震架台が敷板上を自 由に移動できるの

で、 地震発生時に余分な力が配管および継手

に作用しない。

- 使用圧力: 低圧、中圧B (O.3MPa未満)

免震構造の建物では、免震装置により掘れ ・変位量: :t 700mm以下

を軽減し、被害を最少に抑える工夫が種々な

されており、生活にとって重要なガス配管等

のライフラインについては、免震層を通過す

る部分に免震継手が使用される( 図 1 ) 。

免震継手

図 1

配管支持部材

( 免震架台)

①吊り下げ方式( 図 3)  

これまでに様々な継手開発が行われ、免震 ・特長

建J a に対応、できるガス用免震配管システムが 1  ) 床面に設置できない場合でも、吊り下げ

シリーズ化されてきた。 スペースがあれば設置可能。

2) 部品点数が少ないため、設置工数の省力

・免震配管工法 化ができる 。

免震工法は、建物の振動周期を延ばす積層 ・使用圧力低圧、中圧B (O.3 MPa未満)

冷媒ガスの流速によっては音が発生する可能 ゴムと、エネルギーを吸収するダンパ一等を

性があり、その場合は、口径を上げるなどの 付加すること で、 地震時の建物の揺れを緩和l

対策が必要で、ある 。 する方法である。免震建物では、免震層を介

- 免震フレキの応用例

イナフレックス Rl ・R2は冷媒配管の変位

吸収が可能で、あり 、建物聞のEXP. J や埋立

地での不等沈下対策などへの応用使用も可能

である 。また、医療ガス関連も銅管を使用し

ており、禁油仕様( 洗、浄) にすることで対応

して建物側の上部構造体と基礎地盤側の下部

構造体との聞に大きな相対変位が生じる。こ

のため、免震層を通過する配管は、大きな相

対変位を吸収する機能が求められ、乙の機能

を有する配管工法を免震配管工法と日平ぶ。

当社の免震配管システムは、変位l吸収機能

を有した免震継手と免震継手を支持する配管

が可能である。 ( 文責/ 宮本昌利) 支持部材からねt成される 。

- システムの種類と構成

(1 ) エキスパンション継手

・呼び径 2 5 A- 150 A 

①架台方式( 図 2 )

. 特長

1  ) 継手を 2 本使用する必要がなく、省ス ペ

ース 化が図れる 。

2  ) 直線配管なので、配管方向を変える 必要

がない。

3)  I釣食処置が必要な場合は、専用の防食カ

n" ーがあり、容易に防食できる 。

4) 立て配管でも使用可能。ただし80A以下0

・使用圧力 : 低圧 (O. l MPa未満)

1  ) 重量、 H乎び径等の制約がほとんどな Lミ0 ・変位量 :t 700mm以下

2) 単独配管だけでなく、複数の配管を l 台 ( 文責/ 荒 木 悟)
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煙突用免震継手

宇野工業株式会社

免震構造建築に設置され、 地震時の変位を

吸収する煙突用免震継手について紹介する 。

- 煙突用免震継手とは

建築にボイラやガスタービンの自家発電装

置が設置されている場合、装置そのものは建

築の免震層より下部に設置され、煙突の地上

煙道部分などは上部の建築に固定さ れてい

る。 この上下の煙道部分を接続する継手は、

地震によって引き起こされる建築の免震層を

はさんでの相対運動に速やかに、かつ安全に

追従できなければならない。 乙のための設備

が煙突用免震継手である。

- 煙突用免震継手に要求される性能

地震発生時には、自家発電装置はその機能

を維持する必要がある 。そのために本継手に

要求される性能は、下記の通りである 。

変位追従性能

建築の設計士山震可動量に対し、全水平方向

全方向水平変位置 1000

図1 免震継手変位吸収機構

れる 。ジンパル型は111ili 方向の変位の吸収は行

わないが、全方向の角度変位が可能であり、

特殊タイロッド型は車111方向の伸縮と角度変位

を受け持つ。

これらの伸縮継手と中間煙道との組み合わ

せにより、全方向の水平変位を吸収する( 図

， ) 。

に繰り返 し追従できる性能を有すること 。 ・性能試験

形状復元性能

繰り返し地震動に対し、継手としての機能

が有効に働くように、作動後に常に元の形

状 ・位置に戻る復元性を有すること 。

耐久・耐火性能

内部流体である高温ガスに対する耐熱 ・耐

食性能を有 し、かつ地震後も漏れがない耐

久 ・耐火性能を有すること 。

- 設計仕様

使用 材 料 は、 伸 縮 す る 部 分 に つ い て は

SUS304またはS US 316などのステンレス鋼

を用い、煙道部分は内面に断熱材を設けた炭

素鋼である 。

変位量は、水平方向に士500mmが標準で、ある。

- 免震継手の構造と変位吸収機構

本継手は、上部にジンパル型、下部に特殊

タイロッド型の 2つの伸縮継手を組み合わせ

た形式であり 、煙道下音11に鉛直方向に設置さ

30  

本継手の性能確認のために実機大の試験機

( 口径800mm、全長4200mm) を製作し、追従

性能確認試験を 実施 し た ( 写真 ，)  0  ::t 500 

mmの変位を 10往復与えたところ、継手は円滑

かつ正常に作動すること、作動後の外官 ｾｵ Ｚｊｴ 査

と気密試験により漏れがないことが確認さ

れ、健全性が証明された。

写真 1

追従性

能確認

試 験

- 工事事例

本継手は平成 9年に開発され、東京及び名

古屋地区の官公庁舎や病院などの新設または

既存建築の師、鹿化工事に採用、納入された( 写

真 Ｒ Ｉ 。 納入された免震継子の口径は ＴＵＰｾ

1l 00mm、変位量は: : t ＴＵ Ｐ ｾ ＺＺｴ＠ 600mmで、ある 。

写真2 新築建屋に設置した煙突用免震継手

( 文武/ 片岡浩三)



昇降機の地震対策のポイント

昇降機の

新しい地震対策

束中恒裕/ 毛利一成

渡辺誠治/ 福井大樹

西山秀樹

- これまでの昇降機の地震対策

現在、昇降機( エレベータ 一、エスカレー

ター) は、建築基準法施行令の昇降機の[師、鹿

規定に基づく具体的な耐震措置として制定さ

れた 「昇降機耐震設計・施工指針 (2002年版) J  

に則 り、設計・施工が行われている 。本指針

では建築物の両様安全性と同じ考え方に沿っ

て、中地震動に対しては地震後も支障なく安

全に運転が紺姉できること、大地震動に対し

ては運行に支障を生ずることがあっても、機

器の過大な変形や著しい損傷 ・瑚U脱などを防

止 して人命を守ることを安全性目標としてい

る。実設計時には、防災拠点等で復旧迅速性

を求められる場合などを考慮、して設けられた

3種類の両:躍クラスに応じた設計用地震力の

元で、機器の耐標設計が実施 されている 。

また耐震クラスによらず、綱車潜からのロ

ーフ。脱落防止用のロー プガードや、釣り合い

おもりブ、ロックの脱落防Jl 二措置なども展開し

ている 。 さらに、耐震性を強化するために巻

上機や制御盤などの転倒防止用スト ッパーや

壁ステー、釣り合いおもりの脱 レール防止ス

トッノ T一、ガイドレ ーj レのノ〈 ッキン グなどを

施工する場合もある 。

さらに、 地震発生時の乗客安全と機器損傷

防止のため早期にエレベーターを停止させる

ことを目的として、地震時管制運転装置を用

意して p る。これは地震の初期微動を検知す

るP波感知器と、主要動を捉える S波感知器

を用いて、各感知器による検知レベルとその

時点でのエレベーターの状況に応じて、管制

運転を行い、乗客およびエレベーターの安全

を図るものである。

. 昇降機の新しい地震対策

上述の地震対策は、宮城県沖地震 (1978

年) 、兵庫県南部地震 (1995年) などでの過

去の地震被害を経て、強化・拡充が行われて

きた。さらに近年、新潟県中越地震 (2004年)、

千葉県北西部地震 (2005年) などにおいて、

長周期地震動の影響や地震時管制運転による

広域 - 多数のエレベーターの長H寺間休止とい

った新たな被害を経験 し、これらに対応した、

より市慢性の高いエレベーターが求められて

L、る。

三菱電機ではこれらに応えるべく、 ①緊急

地震速報利用地震11寺管制運転。長周期地震対

策および、管制連中京3地震時白銀J復旧システム

を開発したので、以下に紹介する。

- 緊急地震速報利用地震時管制運転

2005年 7 月の千葉県北西部地震で、多数

のエ レベーター停止や釆- 客の閉じ込めが発生

し、エレベーターの耐指霊性が改めて注目さ れ

る契機となった。乙れを受けて閉じ込め被害

等の低減を目的に、 気象庁から 配信される緊

急地震速報を活用し、遠隔地で発生した地震

による括れが建物に到達する前に、エレベー

ターを最寄り |潜に停止できるシステムを開発

した。

システムの椛成を図 1 に示す。本システム

は、エレベーターが設置された建物に地震管

制盤を設置し、 一次配信事業者から、気象庁

配信の緊急地震速報に基づくエレベーター設

置場所における予測震度及び本震到達時刻を

受信し、エレベーターを最寄り 階に停止させ

る。本震到達時刻から所定の時聞が出部品した

後で、 S波感知器が動作していない場合に限

り、自動的に通常の運転に復帰する。

地震が発生する と、初期微動であるP波は

約 6 k m/s、本震である S波は約3.5k m/sの速

度で伝達する 。エレベーターの最寄り階停止

には約 6秒必要なため、 P波感知器により 震

源から 50k m以上離れていれば、本震到達前

にエレベーター停止が可能で、ある 。 さらに、

経過時間 S5.鹿( 本震) p j直( 初期微動)

む

J「「「.一……….一…〕一….一-_.!_-ム←一一4ι ' ! __ L… … - 一一 一 一-斗 ~ ←ιL _ _一Eγ ;

|  行ゾ一ン付き

| の i給

地震発生 50k m 80k m 震源からの距離

図 1 緊急地震速報利用管制運転システム
図2 地震波と緊急地震速報の関係
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診断運転中 診断中止

図 3 ロープ引 っかかり対策と長周期地震時管制運転

図5 異常検知の動作例

緊急、地震速報を利用した本システムは、 図 2

で示すように、震源からの距離がおおむね

80km以上である場合に、 P汲' 感知器動作よ

りも早いエレベーター停止が可能で、あり、 P

波感知器動作では本震到達までのエレベータ

ー停止が間に合わない場合に、特に効果を発

揮する 。

基準設定値

休止階

図 4 自動診断運転勤作

!  許容レベル

ー“ ー--司

一一一一一争 診断距離

釣り合いおもり 側のロープと昇降機器との干

渉防止に、釣り合いおもり側レールを連結す

るタイ J { ーなどがある( 図 3 (a)) 。

長周期地震動により、建物が 1次の固有周

期で揺れ続けている場合、図 3 (a) で示すよ

うに、かご位置によ っては、ロープが建物振

動と共振して大きな揺れになる。そこで、従

来の地震感知器では検出できないゆ っくりと

した建物揺れを検知し、ロープの揺れを推定

可能な長周期地震感知器を開発した。乙の感

知器により、所定のロープ振l隔を超えたと判

断すると、建物の長周期振動に応じた管制運

転に移行する。具体的には、長周期地震感知

器からの出力レベル( ロープ振幅推定値) に

応じて、エレベーターを最寄り階に停止 させ、

乗客の安全を確保したり、ロープの共振が発

生しない階( ロープの非共振階) へかごを退

避させたりする働側去を知町る( 図 3 (b)) 。

この長周期地震時管制運転により、早期避

難による乗客の安全確保と、非共振階への退

避による昇降路機器の破掛低減を図る 。

- 長周期地震対策および管制運転

2003年の十勝沖地震、2004年の東海道沖

地震や新潟県中越地震において、 震源から約

150km以上離れた平野部で、比較的長い周期

( 4 - 7 秒) の地震動により、従来の地震感

知器が動作せずに、ロー プやケーブル類が揺

れて損傷する事象が確認された。そこで、ロ

ープのヲ| っかかりを防ぐ機器対策とともに、

長周期地震動によるロー プの揺れを推定する

長周期地震感知器と、新しい管制 運転を開発

した。

ロープ類の引 っかかり防止対策は従来も施

工されていたが、長周期地震動が発生した場

合には、高層 ビルにおいて建物揺れと共振し

てロープがより大きく括れる可能性があり、 ・地震時自動復旧システム

高層ビル向けのエレベーターでは、対策の拡 従来、地震時管制運転作動後の異常有無の

充、強化を行う( エ レベータ協会標準J E AS - 確認には専門技術者による点検が必要なた

711 として制定された) 。具体的対策として め、都市圏での地震発生時に専門技術者が多

は、昇降路内に設置される機器の突出部に追 数のエレベーターを点検する必要があり、 復

加するプロテクタや保護線、かご側 あるいは 旧に多大な時間が必要であ った。そこで、エ

32 

レベーターの自動診断技術により、 地震後の

異常検知を行う自動復旧システムを開発した。

本システムにおける自動診断運転の動作を

図 4 に示す。自動診断運転では、診断11寺の二

次災害を防ぎつつ、早期復旧を実現する必要

がある。そこで、まず低迷運転でロープの引

っかかり 等の重大異常がないかの診断後、段

階的に速度を上げ、さらに詳細な診断を行う

3速度モード自動点検を実施する 。

診断運転時のロー プ引っかかりによる異常

検知の例 を図 5 に示す。昇|略行程が30mのエ

レベーターの場合、診断運転に20分間支を要

し、 診断結果は情報セン ターに通報される 。

異常のないエレベーターは、自動的に通常の

運転に戻 り、仮復旧することにより、早期の

サービス再開が可能となる。その後、 専門技

術諸により再確認を実施し、本復旧する 。

*  

従来の昇降機の地震対策に、近年の地震被

害に基づいて検討されてきた新たな地震対策

技術を加え、エレベータ ーの両立霊性を高める

ことができた。

参考文献

・毛利、福井、束中、西111、波辺 ，新たなエレベータ

一地震対応システム、三菱電機技報 vol. 81  No. l l ， 

15 - 18  (2007)  
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建築行政執行体制の強化

~建築安全課が設置されて 1年 ~

西尾達司

国土交通省近餓地方整備局建政部建築安全課長

l 建築安全課の設置

昨年 6 月20 日、建築確認・検査の厳絡化

を柱とする改正建築基準法が施行された。平

成17年末に発覚した耐震偽装事件の教訓を

踏まえ、建築物の安全 - 安心の確保を目 的と

するもので、構造計算迎合性判定( ピアチェ

ック) の導入、確認審査等に関する指針の制

定、及びそれに基づく審査の実施等により、

建築確認手続きが大きく変わった。

また、社喋!i' (fi 認審査の厳絡化ついては、指

定確認検益機関 ( 以下、「指定機関J) の監督

を強化する面からも取り組む必要があり、平

成19年度、国土交通省の関係組織が大きく

拡充された。指定確誌検査機関が多く所在す

る関東と近畿の両整備局では、建築安全謀が

新設された。

こうして、平成19年 4 月に発足した建築

安全課は、「建築基幹法及び建築士法の施行j

i{主宅の品質雌保の促進等に関する法律の施

行J i建築物の質の向上に関する 指導及び助

成に関する乙と」等を担当している。

具体的な業務は、以下となる。

①指定機関( 近畿整備局指定19機関) ・登録

住宅性能評価機関( 同登録27機関) への定

期 - 随時の立入検査等を通じた指導 ・監督

①建築基準法違反に基づく建築基準適合判定

資絡者( 従前の主事資格者) の処分、建築士

処分に関する調整

①伝統的建造物朗保 存地区における建築基準

緩和条例の承認等

①面協改修促進事業の補助、建築物の安全対

策に関する近畿内の調整、等

| 指定確認検査機関に対する

立入検査等の監督強化

近畿地方整備局では、すべての整備局指定

機関( 登録機関) に対して、年に最低 l 回の

立入検査を実施している。平成19年度は、の

べ47機関に対して立入検査を実施 したが、日

程の事前通告は行わず、抜き打ちで機関へ立

ち入るルールとなっている。

これまでは指定機関の経営や主? ? 閣を備状況

が検査の中心であ ったが、 t鋭戦の1Jl 流によ っ

て、構造設計の審査結果をtrtl 出調査するなど、

立入検査の内容を拡大詳細化 している。

なお、 I昨年度の立入検査では、およそ 100

件を超える物件の構造設言|資料をチェ ック

し、そのうち25件の資料を持ち帰り詳細1 I に

調査したが、設計誤り等の疑義があるものは

なかった。

| 各種処分と機関等指導の連携、

広域違反事例への迅速な対処

指定機関の業務監督を強化するとともに、

このような物件の籍到犬況に対する附兄を厳

しくするため、昨年より、特定行政庁におい

ても指定機関への立入検査を実施している。

また、単一府県を業務区域とする指定機関に

ついては、従前より各府県が機関の指定 (11

機関) 及び監をi去を行っているが、 府県も同様

に監督を強化 している。乙のような枠組みに

おいて、指定機関の監督強化を総合的に推進

するに当たっては、関係する行政の連携が重

要と考えている。そこで、近議ブロックの府

県、政令市及び整備局からなる連絡会議を設

置し、立入検査結果等の情報共有を積極的に

進めている。

奇しくも昨年 7 月には( 株) ファース 卜住

建( 尼崎市) )坂官物件の壁量不足が発党、結

果として、 560棟を越える木造 2階住宅の鐙

築基準法違反を確認した。この違反確認の過

程において、 40を超す関係特定行政庁が一

堂に会する会議を 5 回に渡って開催し、謀rm

の共有と対策の協議を進めることにより、大

量の物併ニの!i在認を迅速に行った。現在もこの

ネットワークを通じて、ファーストネ土による

自主改修の状況をフォローしているところで

ある。

| 建築確認等円滑化のための

取り組み等

改正建築基準法の施行に際しては、 確認手

続きの大中高な変更に伴う混乱があり、 確認件

数が昨年 7 月以降大きく落ち込むこととなっ

た。今年 2 月までの近畿の確認件数やマンシ

ョンの着工戸数等の各指標を見れば、相当程

度回復しているところであるが、関係機関に

おいては、引き続き建築1確認の円滑化にしっ

かりと取り組むこととなっている。

近畿独自の取り組みとしては、「①建築主

への広報 ・周知の強化j 及び 「①桃造計算適

合 |生判定の適正化・ 指定機関における桝造審

査のレベルアップJ を進めている。

①については、建築確認に要する審査処理

期間に一定の相場観ができた乙とを踏まえ、

特に中小の建築主にと って有用な情報を広く

提供するとともに、着工後の計画変更手続き

に関する注意l喚起を行うための情報に関 し

て、大阪府と共同でリーフレットを作成 し、

各種経済、建築業、宅乱喋団体等を通 じて広

く回開7している。

(ht t p: / / www.pref . osaka.jp/ kenshi / ki kaku/  

h18kaisei/ pdfl minasa ma20080421.pdf) 
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①については、構造計算適合性判定に際し

ての質疑 ・指摘が非常に多くなっている状況

を踏まえ、

・ポイントを絞った判定作業ができるよう、

指定機関等における審査の範囲 内容を指針

化 し、指定機関から判定機関へ、必要情報を

伝達するための手法を確立

・これにより、 指定機関における審査のレベ

ルアップを促すとともに、申請者にとって審

査 ・判定内容をわかりやすくする

ことを目 的とした「構造 審 査判定チェック

リス トJ を作成し、 近く近機内で活用する乙

ととしている。

今後も、近綾地方整備局は、府県 ・特定行

政庁との緊密な連携を強め、近畿ブロック全

体で建築物の安全確保が4俗隼される よう尽力

していきたい。 ( にしおたつじ)
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一 照 明 器 具 の 話 -

兵働若葉

総下電工紛LED 特晶新市場開発センターLED事業縫進部

I  L E D照明器具普及への背景

L ED  (Li ght Emi tti ng Diode : 発光ダイ

オード) は当初、表矛V機器用に開発され、主

な用途としてはインジケータや数字の表示、

ディスプレイボードとして道路交通表示板や

車載用のストップランプ、インパネ用のパッ

クライトなどであった。

しかし、近年の著しL 、技術向上により、従

来の赤色や黄色のL E Dに加 え、技術的に最

も困難とされていた緑色、青色L E Dが開発、

実用化 されたことで、 RGB ( 赤・緑 ・青)

色が出揃い、従来のサイン/ 表示用途からデ

ィスプレイ 用 途まで、ＡＧｉｾ途拡大が進んだ 。 ま

た、その後に背色L E Dに黄色の蛍光体を組

み合わせた白色L EDが登場し、さらに出力

も技術陥釦こ{ 相、明るくなったことで、照明

総具として利用できる可能性が一気に広がっ

てきた。

l 照明器具用途としてのL E D

半導体索子としてのL E Dの特徴は様々な

ものがあるが、それを照明器具用途として考

えると、特有の内容を含めて、以下の特徴が

挙げら れる。

[長寿命1 L E Dに流す電流値やL EDの実

使用渦度環境にもよるが、光東が70%に低

下するまでのl時間を寿命とすると、約 4 万H寺

|剖- 10万時間の寿命設計が可能である。

[小型化が可能] 最ノj、光源単位として、非

常に小 さなL E D1個 からの構成が可能なた

め、これまでの光源では実現できなかったサ

イズＨ 小 さい、 ￬￯ｾ い、細 ｌ 、などＩが実現でき、

目立たず器具を設置したり、従来のサイズで

は不可能だった場所への設置がで‘ きる。また、

L EDの配置の仕方によって、任意の形状を

した器具も作ることが可能で、ある。

[ 配光制御のしやす さ1 L E Dは発光面積が

小さいので、レ ンズや反射板による配光制御

がしやすい。このため、狭角配光や桁円配光

34 建築と社会 ・2008.6

など目的 ・! 日途にあった配光形状が、 比較的

小さいレンズや反射板で可能で、あり 、必要な

光を必要なところに必要な l切るさだけ配光す

る、ということが従来より容易にできるよう

になった。

[熱線、紫外線が少ない光1L E Dの光は、

従来の白熱灯や蛍光灯に比べ熱線、紫外線が

圧倒的に少ないため、それに弱い被照射物( 化

粧品、美術品など) への影響を抑えることが

できる。

[小電力、高効率1L E Dは小電力で、点灯可

能で、従来の白熱灯に比べ消費電力を低く 抑

えることができる。実際に白熱灯60形器具

と比較すると、消費電力は約 1/ 7 となり、

大幅な省エネが可能となる。

また、 L E Dは光の指向性が強いため、レ

ンス系を用いることでほとんどの光を現! 日目ょな

く有効利用でき、従来よりも高効率な器具が

可能である。 (図 ，)  

[ LED器具] [従来器具]

図1 優れた器具効率

上記以外にも、発光のレスポンスが非常に

高いことから「調光 ・点滅J に向いているこ

とや、低屯圧、 DC駆動ができるため、太陽

電池 との組み合わせの用途に有効、という特

徴も挙げることができる。

照明用途として考えた|努にL E Dは、十分

な特徴を持ち合わせているといえる。

I  L E D照明器具の具体事例

前述したL E Dの特徴を活かした、 L E D照

明の具体例を紹介する。

①建築への組み込

みが出来る照明部

具 ( 図 2 )

近年、ランプ交 必

換が国型ffな屋外盟 国2 建築へ組み込める

照明器具

築への組み込み、

高所への設置や、従来の照明器具ではサイズ

が大きく設世が不可能であったスペースが限

られた場所、などでL ED照明器具が採用さ

れるケースが多くなってきている。

①ショーケース内へコン

パク 卜に納まる照明器具

(図 3)

商業施設のショーケー

スや 什 器Ｈ｛凍歩 ｉｊ ｾｕ ｉＩ 内は

限 られた空間スペースし

かなく、設置する器具は

よりコン ｊ ｾ ク卜なものが

求められる。また、! ! 日射

する距離が近いため、被 図3

照射物への1押し紫外線の

影響もJ陸沿: される。L E D

ショーケース

内へ納まる照

明器具

照明器具を用いることで非常にコンパク卜に

納まり、照射する光は熱 ・紫外線が少なく、

棚下・ショーケースヘ設置する器具として最

適な仕総となっている。

i  L E D照明器具

白熱灯器具に比べ大幅に省エネなL ED照

明器具の普及には期待が大きく、 地球温暖化

防止の対策として設定されている京都議定書

において、「高効率! 照明の普及 ( LED照明)J

として2010年に約3'10万tのC Oz削減が目標に

設定されている 。 白書ｾＡ灯 ＶＰ 形器具と事例Ｈ 図

4 ) のように比較すると、少ない台数で平均

照度の確保が可能で、省エネだけでなく、天

井商のスッキリした演出や施工l時の省力化に

も貢献できる。この事例で、はCOz排出量が約

90%減と、 L E D照明i器具を使用することで

C Oz排出立を大幅に減らすことが可能であ

る。

I  L E D照明器具の今後

COz排出i立の削減に向け、白熱灯器具に比

べ大幅に省エネなL E D照明器具の普及は、

さらなる高出力化や演色性の向上、さらにコ

スト低減を進めることで、普及規模の拡大が

見込まれる。加えて、 LED! 被明器具ならで

はのデザイン性の追求( より 小 さく、より紺l

く、より薄く) 、さらには新 ・可能性への挑

戦( これまで‘ になかった犯硲1]的な照明用途の

創出) を進めていくことで、 L E D照明器具

による、より郎、税i墳が形成されていくと思

オコオ1 る。 ( ひょうどう わかぱ)

図4 36mx 1. 8mX 天井高2.7mの廊下を照明する場合の比較( 器具はダウンライ ト)

照明器具 LED照明器具 白熱灯6 0形器具

床面平均照度 約100ルクス
E  豆 3 約100ルクス

使用台数 2 4台 q 恒 登 通」 27台

環i寛負荷

C 02排出量 292 kg- C02 /年 くパ約:=9三0 %減
C 02排出畳 2，274 kg- C02 / 年

消費電力 7. 8Wx 24台 = 1 8 7 W ; 肖貸電力 5 4 wx 2 7台 = l A5 8 W

光源寿命 4 0，000時間 く約主1 宜主 1，500時間

ランーングコスト 約16万円/ 4 0，000時間 <高密 盟遇」 約147万円/ 4 0.000時間

※ 保守 率 ｬ 、 反 射 事 天 ＩＱ ＧＵＰ 堕 Ｓ Ｐ 床 ＱＰ 、 ｣ｯ ， ｾｩｉＧｉ ｊ｜ 係数 Ｐ Ｎ ＳＹ ｫｧ 一 ｃｏ ， Ｏ ｫｗｨ Ｉ ※ 沼 JJ 料金 U安 11¥価 2If' l / klVh (税抜) にて J mー
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砂 国 宝 法 隆 寺 金 堂 展

7 世紀後半に建立された金堂は、法隆寺の本

堂にあたり、飛鳥時代を代表する仏像や工芸

品が数多く納められている仏教美術の宝庫で

ある 。

本展では約半世紀ぶりに行われ る金堂須弥砲

の修理を機に、ふだん堂内に安置され移動す

ることのない国宝や重要文化財の仏像などと

ともに、周囲を取り巻く再現壁画を一堂に会

し、金堂に広がる濃密な仏教空間を再現する 。

園出展 国 宝 四天王像 4 躯、国宝毘沙門天 ・

吉祥天像 2 躯、重要文化財 阿弥陀三尊像 3 躯、

重要文化財飛天医I ( 金堂内陣旧壁画) 等

会 期Ij 2008年 6 月14日( 土) - 7 月21 日

( 月・祝) 月曜日休館 9:30分- 17:00

会 場 奈 良 国 立 博 物 館 東 新 館

奈良市登大路町50 ( 奈良公園内)

近鉄奈良駅下車徒歩15分

料 金 一般1，200円、高大生800円、

小中生500円

問合せハローダイヤル050-5541- 8600

h tt p : / / www. a s ahi . c o m/ ho ury uj i  

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) ヘ。

重要文化財「阿弥陀三尊像」

鎌倉時代 (貞永元年: 1232)  法怪寺蔵

砂ルノワール+ ルノワール展

本展では、印象派の巨匠ピエール=オーギュ

スト ・ルノワール (1841- 1919) と、その次

男でフランスを代表する 映画監督ジャン・ル

ノワール( 1894- 1979) を取り上げ、両者の

共通点を採るため会場を「家族の肖像J Iモ

デルJ I自然J I娯楽と社会生活j の 4つのテ

ーマに分け、父の絵画と息子ジャンの映画の

抜粋とを対比的に展示する。ここで試みよう

としているのは、息子であり 映画監督である

ジャン ・ルノワー ルを通じて立ち現れてくる

画家オーギュスト・ルノワールの作品 世界で

あり、その作品に対する来館者とは別の視線

を見出すことである 。

ピエール=オーギュスト ・ルノワーノレ クロ

ード ・モネと並ぶ印象派を代表する商家。身

近な人物や裸婦を l凌色で描いた作品は多くの

人々から愛され、 位界各地の美術館で所蔵さ

れる 。

ジャン ・ルノワール : 幼い頃から父のモデル

を務める 。1920年代 から 映画 製 作 の 道 に 進

む。作品 『大いなる幻影H ゲームの規則H フ

レンチ ・カンカンj など。

会 期 2008年 5 月20日( 火)- 7 月21 日(月・

祝) 月曜日休館 9  :  30- 17  :  00 

会 期 京 都 国 立 近 代 美 術 館

TE L. 075-761- 4111 

京都市左京区岡崎円勝寺町

近鉄京都駅前から岩倉行「京都会館

美術館前j 下車他

料 金 一般1，500円、大学生1，100円、

高校生700円

問合せ京都国立近代美術館 075-761-4111

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

左 : ピエール= オーギュス卜・ルノワール 〈田舎のダ

ンス) (部分) @Phot o R MN/H.  Lewandowski /digi tal  file 

by DNP AC 

1882- 1883年 オ ル セ 美 術 館

右 . ジャン・ルノワール 『ピクニックJ 1936年

Pari s ， Col l ect i on Ci nemat heque f rancai se， f onds Femi s;  

D. R 

砂「第54回全関西美術展」

大阪の芸術振興を目的として、 昭和16{1三に 日

本画 ・洋画 - 彫塑 ・美術工芸の 4 部門にわた

る公募の「大阪市展J が発足した。H百利24年

に書芸部門 も加わり、以後「全関西美術展」

と改称し、大阪市立美術館で毎年約2，000点

に上る公募作品の中から入選作約1，000点と

招待作家の作品約300点を展示する 。

会 期 2008年 7 月 8 日( 火) - 7 J=121 日

(月 ・祝) 7/ 14休館 9  :30- 17:00 

会場大阪市立美術館( 天王寺公園内)

大阪市天王寺区茶臼山III J l -82

料 金 一般700円、高大生500円

問 合 せ 大 阪市立美術館

T EL. 06-6771-4874 

態援と社会 ・2∞8.6 35 



砂特別記念展mI光は西から」

弥生人、文明との出会い

本展では、兵庫県の古代史が中国を中心とし

た東アジア世界の歴史と深くかかわりながら

展開してきたことを、 11箆耕J 1金属J 1帝国」

をキーワードに、考古資料でたどる 。

会 期 2008年 5月24日仕二) - 7 月6 日( 日)

月曜日休館 9  :  30- 18 :  00 

会 場 兵 庫 県 立 考 古 博 物 館

TEL. 079-437- 5589 

兵庫県加古郡播磨町大中500

J R  1土山j 駅から「であいのみち」

を徒歩15分

料 金 大 人500円、高大生400円、

小中生250円

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

砂民衆の鼓動

韓国美術のリアリズム1945-2005

韓国の現代美術といえば、日本では、 1970年

代の「モノクローム絵画j などが よく知られ

ているが、 1980年代以降の美術はあまり日本

では紹介されることはなかった。

1980年代の民主化運動の影響を受けた「民衆

美術」は、当時の激動する韓国社会そのもの

を映し出す美術運動として現れた。

本展では、「民衆美術」を中心に、斡国国立

現代美術館などが所蔵する約100点の作品を

展示することにより、 1945年の解放以後、

脈々と受け継がれてきた韓国のリアリズム美

術の流れを紹介する 。

会 期 2008年 5 月24日( 土) - 6月29EI ( 日)

水|曜日休館 10:  00- 17 :  00 

会 場 西 宮 市 大 谷 記 念 美 術 館

西宮市中浜町 4-38

阪神電車「香櫨園J 下車徒歩 6分

料 金 一般800円、高大生600円

小中生400円

問合せ西宮市大谷記念美術館( 池上)

TEL. 0798- 33-0164 

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

砂特別展示「安井家文書の世界

一近世都市大阪の建設をにな

った人びとJ

「安井家文書J は、江戸時代に大阪三郷南組

の惣年寄をつとめた安井家に伝来した文書群

で、平成11年 (1999) には大阪市の有形文

化財に指定されている 。安井家文書群には17

世紀から 18世紀にかけての近世都市大阪の

建設に関わるものが多く含まれている 。

本展では、安井家文書という古文書群を読み

36 

1Ifl(Oくことで見えてくる、近世都市として建設

されていった 17世紀の大阪の社会に迫る 。

会 期 2008年 5 月21日( 水)- 7 月 7 日( 月)

火曜日休館 9  :  30- 17  :  00 

会 場 大 阪 歴 史 博物館 8 階特集展示室

大阪市中央区大手前4-1-32

地下鉄谷IIQ線・中央線 「谷町四丁目 J

下車

料 金 大 人600円、高大生400円

問合せ大阪歴史博物館( 担当 八 木 )

TEL. 06-6946-6451  

砂ガレとジ、ャポニスム

191立組後半、ヨーロ ッパへ渡った 日本の美術

品は、ジャポニスムと H手ばれるブームを巻き

起こした。フランスのアール・ヌーヴォ一期

を代表する芸術家エミール ・ガレ (1846-

1904) が手がけたガラス、陶器、そして家具

の作品にもさまざま形で日本美術との結びつ

きが見受けられる 。本展では、サントリー美

術館のコレ クションをはじめ、 オルセ一美術

館、パリ装飾美術館など国内外のガレ作品と

関連資料約140点によりジャポニスムの変遷

を辿る 。

会 期 2008年 5 月22日(木) - 7 月13日( 日)

会期中無休 10 :  30- 1  7  :  30 

会 場 サ ン トリーミュージアム[ 天保山]

大阪市港区海岸通1-5- 10

地下鉄中央線「大阪港」駅下車

徒歩 5 分

問合せ サントリーミュージアム

T EL.  06-65  77 -000 1  

招待券は日本建築協会 (06-6946-6981) へ。

テーフル「鯖鈴J

1897年の意匠

飛騨高山美術館蔵

〈会員の横顔土屋誇満さんー〉

光の絵画「未知なる光景」が

今年完成した住吉区民センター

のロビーに

「絵画はなぜ、 絵の具や絵筆で拍かねば

ならないのか。光は永遠の謎を秘めた宝庫

であり、形や色を千変万化させる 。太陽の

光が天空に虹を描くように、光で絵を捌き

たL、j 。土屋詩i筒さんのそんな思いが「ブ

リリアン・イマージュアー卜 j を生み出した。

作品は1970年の日本万国博覧会のパピ

リオン 「生活産業館J や1990年の国際花と

緑の博覧会の「ガスパビリオン J 1住友館」

を飾り、以後、四半世紀以上にわたり公共

施設や地下道で “光の空間芸術" は人々の

目を引きつけてきた。

2008年 1 月 1 日、大阪市住吉区に「住吉

区民センター」がオープンした。その屋内

の壁面に設置されたのは、未来に人類が必

ず遭遇するであろう壮大な宇宙のドラマへ

の果てしない夢と希望の祈りを込めた土屋

書満さんの作品「未知なる光景」である 。

縦90cmX横3.8ml こ及ぶ大作だ。センターを

訪れる住吉区民の心に届き、長く愛される

ζ とを祈る思いで、土屋さんはこの作品の

前に立つ。

また今年 1 月24日- 2 月 4 1: :1には、 「第

11回エイズチャリティー美術展J が東京の

国立新美術館で開催された。洋画から写真、

工芸、文芸まで、約500点が展示即売された

が、土屋さんも招待され、 8 号の作品「光

響」を出品した。 ごの作品には「ノ、一卜・

アートコミュニケーション名誉理事長芸術

大賞」と「イ ｉｉｉ 堅 ｾｬｩｬ￮ 芸術大賞 ｪ の 二 つの最高

賞が与えられた。

上段 イ未知なる光景j

住吉区民センター( 大阪)

下段 : i光響J

ハ トーアートコミュニケーシ ョン名筆理事長芸

術大賞佃堅輔芸術大賞受賞



理事会

第 1 回通常理事会

4 月23日( 水) 16 ・00- 17 : 30 

出席 者 佐 野 会 長 ほ か 7 名

議 事 ( 1  ) 平成19年度収支決算見込み

( 2 ) 常設委員会委員の委託

( 3 ) 後援名義寄与の使用承諾

( 4 ) 評議員の委託

( 5 ) その他報告事項

編集委員会

第 1 回編集委員会

4月 9 日( 水) 18 :  00- 20 :  00 

出席者 設楽委員長ほか 7名

議 事 ( 1)  5 月号「新 ・ホテル物語」

特集経過報告

( 2)  6 月号「設備配管に役立つ

地震対策j 特集の企画

( 3)  7 月号「中国支部j 特集の

企画

( 4)  8 月号「建築と景観建築

のtJu'.t的価値一」特集

(5)  11月号「建築ロボット j

( 仮題) 特集

( 6 ) 各小委員会・分科会の報告

( 7 ) 収支状況報告

第 1 回建築系分科会

4  J' 12l El  ( 月) 19 :  00- 20 :  30 

出席 者 楠 幹 事 ほ か 5 名

議 事 2008年 8 月号特集企画案検討

第 1 回構造分科会

4 月11 日 ( 金) 18 :  00- 19  :  40 

出席 者 房 安 幹 事 ほ か 2名

議 事 ( 1 ) 平 成20年度の構造分科会

(2)  r椛造の頁」の企画

( 3)  12月号梢造特集

( 4 ) 情報交換

第 1 回設備分科会

4 月2 日 (水) 18 :  00- 20 ・00

出席 者 赤 津 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1 )  6 月号「設備に役立つ地震

対策」特集の企画

( 2)  r設備の頁」の企画

( 3 ) “ 測定機探シリーズ" 頁の

懸案事項

( 4  ) 新企画の提案

( 5 ) 見学会の提案

第 1 回施工材料分科会

4 月 1 日 ( 火) 17 ・00- 18 ・00

出席者 山岡幹事ほか 3名

議 事 ( 1 ) 11月号特集テーマ

( 2 ) 今後のスケジュール

第 1 団法令分科会

4月9 日 ( 水) 15 ・00- 17 : 00 

出席者 谷本幹事ほか 6名

殺 事 ( 1  ) 平成20年度法令分科会の体

制

(2)  r法令コーナーJ の企画

( 3)  10月号法令特集の企画

第 1 回作品作風小委員会

4 月24 日( 木) 19 :  00- 20 :  00 

出席 者 居 内 委 員 ほ か 6名

議 事 ( 1  ) 作品の選定

( 2 ) 作品の掲載状況並びに掲載

予定経過報告

(  3)  r  gall ery  J  t!ll il或報告 ・予定

( 4  ) 前回の編集委員会の報告

( 5 ) その他

第 1 回広告企画小委員会

4 月 9 日( 水) 17 :  00- 18 :  00 

出席者 設楽委員長ほか 4 名

殺 事 ( 1 ) 5 月号「新 ・ホテル物語j

特集経過報告

( 2)  6 月号「設備配管に役立つ

地震対策J 特集の企画

( 3)  7 月号「中匡l支部j 特集の

企画

( 4  ) 広告頁「第一線の建築設計

担当者に 11[1く いち押し建

材 設備j シリーズの企画

( 5 ) 広告掲載状況

( 6 ) 収支状況報告

第 1回10年委員会

4 月17日( 木) 19 :  00- 20 ・00

出席者 設楽編集委員長 前川副委員長

ほか 6 名

議 事 ( 1  ) コンペ案の検討

( 2 ) 現場見学会

事業委員会

第 1 回情報見学小委員会

4 月10日 (木) 18 :  00- 18  :  45  

出席者 瀬戸川委員長ほか 9名

殺 事 ( 1 ) 本年度事業について

( 2 ) その他

出版委員会

第 1 回出版委員会

4 月17日 (木) 18:  00- 19  :  00 

出席 者 上 原 委 員 長 ほ か 9名

議 事 ( 1 ) < プロのノウハウ> と特装

本の経過報告

( 2) 進行中のテーマについて

( 3 ) その他

- 出版委員会だより

4 月17日は、新年度の第 l 問委員会。新

しい委員の紹介があった。や1
I
谷剛氏 (竹中

工務hS) 、frll 本尚志氏 (竹中工務!日 の 2

名である。11) 1本氏は 2 回目の入会で、過去、

「建築工事の祭式 地鋲祭から竣工式ま

で」の著書の小委員会委員長をされた方。

( 中国勤務を勧賞)

はじめに、学芸出版社の吉間隆氏から、

< プロのノウハウ> と特装本についての報

告があった。< プロのノウハウ> 等の関連

本は、現在まで計104点に達する。 自に見

える成果があがるので、委員一同の活動も

活発にならざるを得ない、と言えよう 。な

かには、 中国 ・斡固から鰍訳出版された本

も数点存在している。

委員の悩みとしては、 一般人の活字離

れがはなはだ しく、書ける人を見つけ出す

のが雛しくなってきたこと 。見つけてきて

も、 出版で、きるまで頑張れる方が少なくな

ってきている。「今は現役で多忙だ。本を

普く ｉｉｉ ｾ がない Ｐ ・ ・ Ｐ ・ Ｐ 。 も うすぐ定年で退職す

るから、それまで、待ってほしLリと好意的

な返答をいただく方もおられた。が、これ

は無理と いうもの。本は、 11段ができたら欝

けるものではない。忙 しい現役時代の人に

依頼しなくてはできないもの。

本のlJjリ作には、あふれる熱意と探究心、

活力と 新! 鮮さがいる。加えて、すさまじい

集中力と孤独感に耐える粘りが必要だ。

- IHt の本を作り 出す過程は、決して平坦

な道ではない。凹凸のある険しい坂道だ。

その坂道を王苦り切ると、はるか彼方に哨れ

やかなーIl lt の本が光り輝いて見える。その

ときの喜びとうれしさは、筆舌につくしが

たい。この喜びを、会員の皆さんにもぜひ、

体験していただきたいと願っている次第。

19時からは、楽しみの一杯会。生ビール

で乾杯し、おいしい食事を食べる。笑い顔、

笑い話に打ち解けて、顔のシワがしっかり

とれtびていくではないか。「一杯会j のた

めに「会議を開いているJ のが、当会の特

徴である。

世の中で「チャンスは二度ある」と言う

が、 出版に限っては「チャンスは一度しか

ないJ と言えよう 。本を出版されようとし

ている皆さん ! どうぞ、 出版委員会に一度

ご相談 ご出席あらんことを、 期待してお

りま す。

建築と社会 ・2∞8.6 37 
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本 部 〒550- 0012 大阪市西区立売堀4・11 ・14 (4 F)  

OT I S  

世界初のエレベーター開発から150: 隼以よ、

パリのエッフエル密をはじめ、

才一チスは世界中で多くの実績を残しています.

オーチスの歴史はエレベーターの歴史そのものです.

エッフ: <Mj fJパ1) 上高ラジ方& ペトロナスツイン クライスラーピ刷

テレゼタワ-1.上高 タワーrマレーシア ニュヨーク

日本オーチス・エレベータ株式会社

UR L:  ht t p://w w w.otis .c o m 

お問い合せ:

近綬 支 高 〒540-6110 大阪市中央区減見二丁目 1番61骨

ツ イ ン ＲＱｍｉ ｄ ｾ 訴 ワ ー

T E L:  06-6949-1331  (代)

本 牡 干104- 6012 東京都中央区晴海一丁目8番 10骨

晴海アイランドトリトンス7 エアX線

東 京 推 進 課 ( 03 ) 5633-5850制 大 阪 推 進 課 ( 06 ) 4391 -1 9 4 1  (fl: ) 名古 屋推進課 ( 052) 541 ・1780(代) 九 州 推 進 課 ( 092) 525- 1782(it )  



T OS HI B A  

Leadi ng I nnovat i on >>> 

パーターに乗る人すべてに

い『親切ドアシステムj

どこまでも安全、安心を優先します

維の高い巻上機よ部訟置方式

東芝 マシンルームレスエレベーター
東芝エレベータ株式会祉

S P A C E L - E X  

新殴営重量推進部

ｅ ￡ＮＧｴｃｓＮｩｬｊ ｬ ，ＮＺ･Ｚ｟ｉｫＧｾｾ，四回Ｆ，［ＮｅＮ哩温

〒141.()()()1 東京IIIA川区J t.il1I 16-5- 27

TEL:03-5423-3407 

h世 p:l l www. t os hl ba-el evet or .co. j p/

技術と信頼で祉舎に貢献する

百 東洋テクノ株式会社

ホームペー ジ htt p :// w w w.t oy ot e c h n o.c o. j p E - mai l :  s y s t e m@ toy ot ec h no .c o .j p  

. 本 社 干 150- 0012 東京都渋谷区広尾 5- 4- 12 (大成鋼機ピル 6F) fi ' 03- 3444- 2141  

・大阪支庖 干550-0005 大阪市西区西本町 1- 15- 6 (西本町ピル 9F) fi ' 06- 6534- 6652 

口煙道用継手 口排煙用継手 口空調ダクト用継手 口ダクト用耐熱継手 口ボイラ ー用継手

;---::- 4:コ_ _ . . . _ q， ーでr一

----
一 一 一
一 ..........____..-.. .  

一 一 一岨 亭弓= ニヨ戸手

' "'  全三と士士士当ー全

信 金三党三E 主主央三

一

岨

怠

M

M

男易給新綱語、

h r耕平姐

免掴r. 免 震 畳 免 . . 免 貧 血

A ‘  
，

 

s

 
、、

圃

輔

副

眠

木 平 タ イ プ 垂 直 タ イ プ

III 築」訓主法第2条第9号及び同法施工令

第 108条の2 ( 不燃材料) 規定適合 不燃犯定番号 NM- 0664

司・9株 式 会 社 : J i i ...jli ョ

いままでにこれからをプラスするジャパラ ・テクノロジー。

http// www. j abara. co. j p 

本社営業所 大阪市東淀川区西淡路4- 3- 4

東京営業所 東京都台東区4- 14- 7( 北川ピル)

名古屋営業所 名 古 屋 市 中 区 丸 の 内 2- 18- 22 (三博ピル)

TEL (06)  6325- 2601 

TEL (03)  3831- 4395 

TEL( 052)  220- 7800 
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空調・衛生・クリーンルーム設備

(設計 ・施工)

組朝日工業社

本社・ 本 庖 東 京都港区浜松田Tl - 25- 7 屯 話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪市淀川 区1m島1- 58- 59 ili:r.?;o6  (6302)  2270 

支 庖 北海道/ 東北/ 北I拘束/様浜/ 名 古屋/ 中国/ 九州

l ・印 刷 事 鍵 "' スタ カタログパンフし y ト・2百年鑑社史、

相箆. 文字. 画像データ処痩

・メディア事緩 S Pプランニングコンワルテインク IT ノJ ユーシヨン

we bJ . ; t ぴメディアコンテンツ企画制作

e;ょ:bb(23
U 一 行 三 ー マ

• 
， 、 練 式 会 社NPGー ポレーシヨン

本 社 干530∞43 大阪市北区天満 1- 9- 19

tel: (06) 6351- 7271  ( 代) fax: (06) 6352- 7479 

第二ピル 干53ι ∞43 大阪市北区天満 1・1 1-8

tel: (06) 6351. 0128 ( 代) fax: ( 侃) 6351- 020日

東京支社 干1( J らぽ氾4 東京都港区浜松町 1-2-1

一光浜松町ピル7 F

tel: (03) 3433- 5211 ( 代) fax:  (03) 5776- 7733 

{旧社名ナニワ印刷側、 日本データネ γ トヘ側)

wとhave hope 

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

・m ヲイヲシ械式会社

本 車 大 臨 本 社 〒550・0002 大阪市西区江戸縮 l丁目 9骨25号 電話 ( 06) &141-8231

東 京 本 社 〒 102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 ?置活 (03) 326卜8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大 宮 千 葉 桜 浜 ・金沢 ・京都 ・神 戸 天 理 ・岡山 ・

広島 ー高 絞 熊 本

営 業 所 帯 広 函 館 青 森 秋 田 ・盛岡 ・前僑 ・長野 ・静岡 ・盟国 . ij! ・1!1山 ・

筒井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児品 ・那剃

出 張 所 旭川 ・福島 ・/11崎 松 江 ー徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 底 シ ン ガ ポ ー ル ・ホ ン コ ン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390接地 電話( 0492)58- [511

地球環境を守り、100年建築に貢献する

，、l .l‘ ε:2且. のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

ht t p: / / nacl j p E- mai l :s c @n a c l. c oj p 

本部営業部 〒560-∞36 大阪府豊中市蛍池西町2丁目 7番26号 NACLt . ル2 階

T E L  ( 06) 6843- 1235 ( 代) F AX  ( 06) 6853- 1632 

東京事務所 〒 ＱＱＱ ＭＰＰ ＵＱ 東京都台東区歳前 Ｒ 丁目 Ｗ Ｍ Ｒ 東京 ｎａｃｌｴ Ｎ ｊｾ

T E L  ( 03) 3862- 0978( 代) F AX  ( 03) 3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

- ョーニ. . nCSA (膨張| 叩和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・ョーニ ＮＮｮ ，，ｾ，ヨニＮＮ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子ニ ＮＮｮ 司 ｆＳ ー字・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ室、 ［ι＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニ.I nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二..nrJOoo(製品用超高度 j昆和材) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式

A

Q

玄
社

T E L 大阪 ( 06) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

浜 宗 産 業 株 式 会 社

T E L 本 社 ・京 都 ・京丹後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

東 郷 化 成 株 式 会 社

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 0 6 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  
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日本建築協会企画 ・販売

出版図書一覧

1917年 3 月に創設された日本建築協

会( 当時・関西建劉窃会) は、すでに

昭和] 初期には大阪近辺て往宅博覧会や

建築講演会を開く 一方、当時は入手し

にくかったE傑の情報を図書の出版と

いう形で会員に提供していた。

*  

日本建築 協会創立70周年記念出版

住宅近代化への歩みと日本建築協会 1988年

A 4 判 企 画 ・ 発 行 . 日 本 建 築 協会 本体制絡1，500円

日本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクール入選作晶集 問年

A 4 判 企 画 ・ 発 行 ・日本 建 築 協 会 本 体価格2，000円

昭和生まれ関西の建築家50 1987年

A 4 判 企 画 ・ 発 行 . 日 本 建築協会 本 体価格 1，500円

日本建築協会建築クラブ朝食会300回記念講演記録集

講演記録集 話 の は な し 附 年

B 6 判 5 分冊 企画ー日本建築協会建築クラブ販売幅li 絡2，500円( 税・送料込み)

民間 (旧閉会) 迎合協定

工事請負契約約款 ( 平成昨日改訂)

工事請負契約自・ 仲裁合意3 ・契約書使用上の留意事項・建設工事に係る

資材の再資源化等に関する法律第13条および省令第4条に基づく書面

頒布単位 ー2 部 1単位とする

価 格 1 単位700円 ( 税込) 送料は笑vi

日本建築協会事務局 (06- 6946- 6981) で販売

最 新 刊 平成19年8月30 日発行

住宅エクステリアの100ポイン卜

( 計画設計 - 施工・メンテナンス)

成長するエクステリア業界の技術者に求められる広範な知識 ・考え方

を、多数の写真と図を使って体系的に整理した初めての替

著 者 膝 11J 宏

A 5 判 232ぺージ

定価 2，500円+ 税

以 後、創立周年ｾ￨Ｚ念事業として、その

I時代の動きをとらえて単行本を出版し

ている。

50周年、 60周年、 70周年、そして80周

年に、図誌の出版が企画さオL 現;ffも

ｾｩｬｬ 抗して発行販売されている出版物

は、 以下のとおり。

*  

IhYi 入希望者は、 ω日:本週操協会事務局

(T EL06- 6946- 6981、FAX06-

6946- 6984)  まで。

日本建築協会創立60周年記念事業「建築技術選在日姉妹筋-四六判 2色刷イラスト入

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

企画 日本 建 築 協 会 発 行 ・学芸出版社 本 体制格￥ 1，600- ￥2，700

衛生設備のトラブル50 建築の現場管理システム

建築設備トラブル研究会 伊東貞夫

鉄筋工事・本音の現場学 糊コンクリー卜I 事のチ工ツ7ポイントlOJ

荒川治徳 加賀秀; 台

建築と音の トラブル 建築基準法の性能規定を読みこなすコツ

中川清ほか 高木任之

木造住宅監理の話 建築工事の祭式

山田 修 「建築工事の祭式j 編集委員会

第二版環境と共生する建築25のキーワード 飛躍する構造デサイン

大西正宣 渡辺邦夫

木造住宅の しくみ 改訂版建期却の消防法を読みこ例 コツ

在来工法の基本と応用 浅 野 平 八 東 敏 博 高木任之

インテリアコーディネー卜の1凹ポイント ブ口が教えるキッチン設計のコツ

町田ひろ子監修/ 松本茂・村元俊子著 井上まるみ

木づくりの常識非常識 現場で学，: ) ; 住まいの雨仕舞い

上 村 武 玉水新吾

建築 トラブルにみる常識非常識 住宅工クステリアのl∞ポイン卜

荒川治徳 藤 山 宏

第三版都市計画法を読みこなすコツ 第三版建築基準法を読みこなすコツ

高木任之 高木任之

日本建築協会創立70周年記念事業 ・B5判

選書特装版

企画- 日本建築協会 発行 ・学芸出 版 社 本 体 価 格 ￥ 3，000- ￥4，000

水! こまつわる トラフ! l の事例。解決策

〈建築篇> I建築漏水」編集委員会

水|こまつわるトラブルの事例ー解決策

〈設備篇> I設備漏水」編集委員会

建築デザインのための構造計画

須賀好富

入門・建築積算

生島道春

建物の汚れートラブル事例と解決策 建物の結露一トラブル事例と解決策

「建物の汚れ」編集委員会 「建物の結露」編集委員会
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